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IMAによる天然産ゼオライトの命名規約

ならびに最近の新種ゼオライトについて

西戸裕嗣

岡山理科大学自然科学研究所

IMAから天然ゼオライトの新たな定義が提示され，6つの規定からなる命名規約が公表された。
従来の定義との相違点は，1）アルミノケイ酸塩以外の化合物（べリロケイ酸塩，ジンコケイ酸

塩およびべリロリン酸塩）もゼオライトの対象とした，2）ゼオライト水を必頻要件から外した，

3）四面体の酸素を（oH）やFで置換した部分的に不連続なフレームワーク構造を認めたことであ
る。これは合成ゼオライトとの対応を迫られたことによる。新たな定義により，13種の固溶体

系列を含む82種のゼオライトが認知され，3種が要再検討，4種が削除された。最近，ZSM－5の

天然産カウンターパートにあたるmutinaiteや巨大cageを持つ新しいタイプのゼオライトの発見

が相次でいる。ここでは，IMAの新たな命名規約を解説するとともに最近の新種ゼオライトに

ついての情報などを紹介する。

1．はじめに

IMA¢heIntemationalMinera10gicalAssociation）

から天然ゼオライトの新しい定義が提示され，併せ

て詳細な命名規約が公表された1）。これにより，82

種のゼオライトが認知され，従来40数種と考えられ

ていたゼオライト鉱物の数は一挙に倍増し，鉱物界

で最も大きなグループをつくることになった。

以前よりIMAは，各グループの定義や組成範囲

を明確に示すとともに命名規約を定め，グループを

構成する鉱物種の整理，統合を図ってきた。その一

環として今回対象になったのがゼオライト鉱物であ

る。しかし，整理，統合されて鉱物種の数が減るは

ずであったが，ゼオライトグループに限っては逆に

増えているのである。理由は，ゼオライト鉱物の定

義が大きく書き改められ，アルミノケイ酸塩以外の

化合物もゼオライトの範疇に含め，部分的に不連続

なフレームワーク構造も認めたことなどによる。

これは，合成ゼオライトの存在を無視できなくな

ってきたことが背景にある。特に，ZSM－5‘の天然産

カウンターパートにあたるmutinaiteが発見されるな

ど2），ここ数年をみても合成ゼオライトに対応する

天然産ゼオライトが6種も報告されている3－7）。この

中には，アルミノケイ酸塩でない鉱物も含まれる3〉。

したがって，従来からのゼオライト鉱物の定義を大

幅に改変するに至り，それに伴って命名規約は大変

複雑なものとなった。用例や補足説明を合わせると

30数ページにおよぶ大部なもので，これに全て目を

通し理解するには相当の時間と努力を必要とする。

ここでは，命名規約の概要を解説し，その留意点，

問題点を指摘する。また，ペンタシルタイプの新た

なゼオライトや巨大cage（50面体）を有する特異な

種の発見が相次いでいることから8），これら新種の

ゼオライトを紹介するとともに各種ゼオライトの最

近のトピックスについても述べる。

2．ゼオライトの定義

初めてゼオライト鉱物の定義を明確に示したのは

Heyである9）。その後，多くの研究者により提示さ

れてきた定義は，基本的にいずれもHeyのものを踏

襲したに他ならない。一般にゼオライト鉱物は以下

のように定義されてきた。

「ゼオライトは，孔路・空孔を有するフレームワ

ーク構造をもち，アルカリあるいはアルカリ土類イ

オンを主成分とするアルミノケイ酸塩よりなり，ゼ

オライト水の可逆的な吸脱着や構造変化を伴わない

陽イオン交換などの特性を示す。」＿

一方，今回IMAから提示されたゼオライト鉱物

の新しい定義は次の通りである。

「ゼオライト鉱物は，陽イオンに4つの酸素が配位

する四面体が連結したフレームワーク構造で特徴づ
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けられる結晶物質である。この構造は，孔路や空孔

から構成される外に開かれた細孔を有する。孔路や

空孔は通常水分子や交換性陽イオンによって占めら

れている。孔路は，ゲストイオン（分子）種を通せる

十分な大きさの径をもつ。水和相において，脱水は

ほとんどの場合400℃以下で起こり，復水もおおか

た可逆的である。四面体の頂点酸素の一つを〈OH，

F）基で占有することにより，フレームワークの連結

が不連続になることもある。」

明らかに合成ゼオライトを意識したものであり，

従来の定義と比べ内容は次の3点について大きく改

められた。

1）アルミノケイ酸塩以外の化合物（べリロケイ

酸塩，ジンコケイ酸塩およびべリロリン酸塩）もゼ

オライトの対象に含めた，2〉ゼオライト水を必須

要件から外した，3）四面体の頂点酸素の一部を

〈OH，F）基で置き換えた部分的に不連続なフレーム

ワークも認めた。

このため，命名規約は6つの規定〈Rule）から構成

された複雑なものとなり，さらに各鉱物の用例，例

外，適用除外などの具体例も併せて示された。

3．命名規約

6項目からなる規定の概要を以下に示し，解説す
る。

1．「（a）フレームワークのトポロジーおよび化学組

成を異にすれば，独立したゼオライト種として認

める。（b）2種以上の交換性陽イオンにより固溶

体を形成しトポロジカルに同じフレームワークを

有するものを系列種とする。」

（a）は，鉱物種を定義する基本的な概念で，従来

から記載されてきた多くのゼオライト鉱物がこの

規定に適合する。

（例）mordenite，yugaWa柑1ite，1aumontite

（b）により，固溶領域の広かった13のゼオライ

ト鉱物が系列種として認定された。系列を構成す

るゼオライト種は，交換性陽イオンのうちもっと

も含有量の高いイオン種に基づいて決定され，記

載方法は規定5に示されている。

（例）chabaziteseries，heulandite series

2．「フレームワークのトポロジーを同じくするが空

間群やSi－Alの秩序・無秩序の程度を異にするゼ

オライトは，化学組成など他の要件を考慮し独立

種としての判定を行う。」

この場合，事例によって個々に判断される。

analcimeは，同じ組成であっても異なる空間群を

もつ幾つかのドメイン坤が見出され，変種（亜種）
の多かったゼオライト種である。今回これらは

andcimeに統一された。論議のあったgismondine

とga汀Oniteについては，前者はCaに富みSi－Alは

完全に秩序的であるのに村し，後者は無秩序で

Naを相当量含有することから，これら両者は別

種として認められた。

3．「フレームワークを構成するSiとAlの量比を基に

ゼオライト種を区別しない。」

しかし，唯一の例外として，heulanditeと

Clinoptiloliteは，Si／Al＝4．0（Tsi＝0．8）を境界と
して低シリカ側（＜4．0）をheulandite，高シリカ

側（≧4．0）をclinoptiloliteと区分し定義した。従

来は，交換性陽イオンの量比や加熱構造変化

（Mumptonテスト）10）による両鉱物の判別も行わ

れてきたが，Si／Al比のみを指標とすることに決

まった。

4．「脱復水の可逆，不可逆にかかわらず，ゼオライ

ト水の不足（脱水層，部分脱水層）および過剰

（加水層）は，ゼオライト種の認定条件にしない。」

これは暗に，含水量の違いにより結晶構造を異に

することがあっても，ゼオライト水を種の判定基

準に用いないことを意味する。したがって，

laumontiteの部分脱水層として150年以上にわた

り移されてきたleonharditeは，ゼオライト種から

削除されることになった。また，研究者が各々命

名してきた加熱脱水層の名林も再考の必要がある

かもしれない。

5．「固溶体系列をなすゼオライト種は，卓越する交

換性陽イオンの種類を鉱物名の後にハイフンで続

けて明示する。」

今回決定された13の系列ゼオライトについては，

それらを構成するゼオライト種と併せ表1に示し

た。これは希土類鉱物について適用されている

Levinsonスタイルの表記法に基づいている11）。た

だし，イオン種を表すカツコはゼオライト鉱物で

は省かれる。例外として，Baに富むphillipsite

（本来phi11ipsite－Ba）をharmotome，Csに富み

analcime構造をとるゼオライト（analcimelCs）を

POlluciteとして，これら2種は独立種とした。一
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表1系列ゼオライトとそれを構成するゼオライト種

Sori拡 ＄甲Giosnam¢ Serねs S押由snam¢

brewsterite

Ghabaz托●

dinoplild稚●

dachね佃it●

erionit¢

ね叫aSj旭

ねrderito

仙ste畑¢－8r 9mdinitl∋

仙侍t●rl●－8a

C旭ba⊇知●－Ca
ChabaziltトN8

Chabazは〈トK

dinoptild汁0－K

dlnOr州dite－Na
CllnOPtildit●－Ca

dachjさrdile－Cさ

daGhiald維8－Na

¢rioniね－Na

¢rioniね・K

erねnite・Ca

ね叫さS他－Nさ
ね叫∂S推計Ca
ね叫as托8－M9

ぬ汀i訂iね一M9

ぬ汀ねr戸t●－K
飴汀ねr一睡－Na

他ulandil¢

18Wn8

PaUlin⊆l汁8

Ph削ips托e

Sti‡bile

9汀杷Iin稚e－N；1

9汀櫓li佃●・Ca
9n℃linite－K

hMbndito－Ca

h●ubndi旭・Na
h知1さndi旭・K
h8ubnd弛・Sr

叫川トCa
旭叩・Na

Padi咽itトK

Pa畑咽itかC8

Phi＝p与i一軒Na

Phi仲s他－Ca

Phill輌i旭ペ

stilbile．Ca

S畑bile．Na

方，herscheliteはchabazite－Naと記すことになり，

独立したゼオライト種から除外された。

6．「同一ゼオライト種において，空間群または構造

秩序の程度が異なるものは，空間群の記号をカッ

コに入れて鉱物名の後に，また秩序の度合いは鉱

物名の前に示す。」

例えば，Caを含有しSrに卓越する部分的にSi－Al

無秩序を示す空間群p21のbrewsteriteは，以下の

ように記述する。

calcianpartiallydisorderedbrewsterite－Sr（p21）

鉱物の特徴を示す修飾語としては，なるべくラテ

ン語起源のものを使用すること（例えばsodianよ

りnatrianの方がよい），また多形関係を明示する

ときはGard法により結晶系をイクリックの頭文

字を用い鉱物名の後にハイフンで続け表記するこ

とが推奨される12－13）。Kを含む単斜晶系の

analcimeは，kalian analcime－J〃と記す。

4．ゼオライト鉱物の分類と新種ゼオライトの情報

新たに認定されたゼオライト85種（要再検討3種

を含む）をT原子のイオン種ならびにフレームワー

クの結合様式に基づき分類し表2にまとめた。IZA

構造記号，四面体席のSi占有率（Tsi），主要交換性

陽イオン種も併せて示した。以下に，最近記載され

た新種ゼオライトならびに各種ゼオライトの新しい

情報を各グループごとに紹介する。

（Natro椚eグループゼオライト）

tetranatrolite，Paranaけ01iteは要再検討種となった。

tetranatroliteは，SトAl無秩序なnatrolite構造をとり，

Na－Caイオン置換によりgonnarditeと固溶体系列を

なすと考えちれてきた14）。しかし，Rossらは，gOnnardite

をnatrolite構造とthomsonie構造のドメイン複合体

とみなし，natrOlite－tetranatrOliteおよびnatrolite－

gonnardite－thomsoniteの異なる固溶体系列の存在を

示唆した15）。我々の研究では，tetranatrOliteは

gonnarditeと連続固溶体系列をなし構造的にも不連

続は認められなかった16）。したがって，gOn－narditeは

系列種をなし，tetranatrOliteはgonnardite－Naとし

てこの系列に入れるのが妥当であろう。ParanatrOlite

は，gOnnardite系列種の加水相に相当する。

kalborsiteは，ゼオライト水を含まず孔路内にCl

およびB（OH）4を収容している。構造解析は行われ

ていないが，edingtoniteの無水相に近い構造が推定

されている17－18）。

（Analcimeグループゼオライト）

準長石（似dspathoid）の主要構成鉱物である1eucite

グループの全ての鉱物がゼオライト鉱物として認定さ

れた。そのうち，1euciteとammonioleuciteは水を含

まず，またpolluciteもNa置換率が低いものは無水

物に近い。このように水を含有しないものがゼオライ

トとして認められたのは，ammOnioleuciteが1eucite

のNH3十イオン交換体でありanalcimeの後退変質作

用により生成したと考えられること19），また1eucite

とanalcimeは基本的なフレームワーク構造を同じく

することによる。ammOnioleuciteは，yugaWaralite

に次ぐ本邦産2番目のゼオライト種で，最近構造解

析結果も報告された20）。平均5％のTlが検出され，

Tlを主成分とする唯一のケイ酸埠鉱物との報告もな
されたが，このTlは試料純化の際に分離用量液から

汚染しイオン交換された可能性が高い。このような

例は，Perlialiteにも知られており21），試料処理には

特に注意が必要である。

1aumontiteの部分脱水相である1eonharditeは，規

定4によりゼオライト種から除外された。1aumontite

の特異な脱復水挙動ならびにそれに伴う相変化の詳

細は本誌に解説がある22）。

（Gismondineグループゼオライト）

paulingiteは，鉱物の中で最も大きな単位胞をも

つ（Ⅴ＝43218Å3）。最近，構造解析により交挽性

陽イオンや水分子の位置，配位関係の詳細が明らか

となった23†24）。
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表2 新しい命名規約に基づく天然ゼオライトの分類
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必図1Tsch紬neriteの50面体巨大cageksch伽neritecage）8）

merlinoiteとmazziteは，各々LindeWとzeolite

Omegaの天然産カウンターパートにあたる25，26）。

merlinoiteは，その形態，化学組成およびⅩ繰回折

パターンともphillipsiteによく似ていることから同

走に当たっては注意が必要である。maZZiteは，4貝

環の連結によるgmelinite cageをもち，gismondine

グループの中ではMgに富んでいる。脱水相の構造

解析もなされた27）。

montesommaiteは，K端成分に近いものが1例報

告されているのみで，5貞環と8員環からなるシー

トを基本構造にとることが分かった28）。

（Chabaziteグループゼオライト）

zeolite LとTMA－E（AB）の天然産カウンターパ

ートであるperliariteとbe11bergiteが見出された2－29）。

bellbe柑iteは，比較的Srに富む。6員環からなるシ

ートを構造単位としているが，それらの積層不整が

認められた。

tsch6rtneriteは，最近発見された特異なゼオライ

トである8）。4246888812の50面体よりなる巨大cage

（tsch伽tneritecage）を有し（図1），フレームワーク

密度はゼオライトの中で最低を示す。その単位胞は，

Paulingiteに次いで大きい。Cuを含有する唯一のゼ

オライト種であり，大きなイオンクラスター

【Cu12（OH）24】Ca8024（H20）8を払Cageに包蔵する。銅

鉱物やbellbergiteと共生し，アルカリ玄武宕のゼノ

リス中に産する。

〈Mordeniteグループゼオライト）

maricopaiteの基本構造はmordeniteに類似するが，

フレームワークの17％に当たる四面体は，頂点酸素

の一つを（oH）基により置挽され隣接する四面体と

の連結が途切れている30）。Pbを含む唯一のゼオラ

イト種で，孔路の交差部にPb4（0，OH）4クラスター

を包有する。比重はアルミノケイ酸塩ゼオライトの

なかで最大（2．9）を示す。Pbを含むcalcite一什uorite二

次変質帯から見出された31〉。

最近，新たなペンタシルクイプの天然ゼオライト

が相次いで発見された。これらのうち，gOttardite，

mutinaiteおよびtschernichiteは，各々zeoliteNU－

87，ZSM－5およびzeolite Betaの天然産カウンター

パートに該当する4，5・7）。ZSM－5に相当するmutinaite

の単結晶が得られ，その構造が解析されたことは特

筆に値する。従来，Alを含むZSM－5の解析結果は

満足すべきものでなかった。mutinaiteは，天然ゼオ

ライトの中で最もSiに富むゼオライト種である。一

方，今までの報告にある合成物のZSM－5と比較する

とmutinaiteのAl含有量は最も高い。空間群はPnma，

T－0結号距離から推定されたSトAlのオーダリング

は無秩序であった。

terranovaiteは，ペンタシル鎖と10貞環からなる

孔路により特徴づけられる32），今までにないペンタ

シルクイプのゼオライト種である。近年，南極大陸

Mt．Adamsonからmutinaiteをはじめ3種の新鉱物を

含む稀産のペンタシルクイプのゼオライトが多くま

とまって産したことは特記される。

くHeulanditeグループゼオライト〉

heualnditeとclinoptiloliteの命名に関する論議に

決着が付いた。Bolesが提唱したSi／Al＝4．0を境界

とする案33）が採用された。加熱構造安定性などの

特徴は，必要ならば別途種名の前に書き加えるなど

の方法を採ることになろう。

Stelleriteおよびbarreriteは，Stilbiteの亜種ではな

く独立種として認められた。

Partheiteは，Al四面体を構成する酸素の一つを

（OH）基が置換しており隣接する四面体との結合が

途切れている34）。heulanditeグループの中でSi／Al

比が際だって低い。

（Be吋Iosilicateグループゼオライト〉

roggianiteはAlを含有し，フレームワークは（OH）
基により部分的に途切れている35）。
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表3 削除されたゼオライト種

ゼオラ イト （6）

く旭l血由＄叩l¢＄ Wam如sp郎ねs

h和hel托e

旭onhard托8

SVet】ozar托¢

W由15托¢

Chabaz軸e・Na

H20－POαIaumonliぬ

d桝；州a山itQ－Ca

badanph棚p烏i旭・Caorcakねnharmoto椚さ

hsianghualiteおよび10Vdariteは三次元フレームワ

ーク構造をもつ。革者は，Fを有しゼオライト水を含
まず密な構造なため，比重はゼオライトの中で最大

（2．97）36）。後者は，フレームワーク構造をとるケイ

酸塩鉱物として初めて3貞環の存在が認められた37）。

chiavenniteは，Mnを主成分とする唯一のゼオラ

イト種である。特異な9貞環（3．9×4．3Å）からな

る孔路を有する3害）。tVedaliteは，Chiavenniteに伴っ

て産し，組成が不均一で構造もchiavenniteと類似性

があることから39），現時点において要再検討種とさ

れた。

（Zincosi馳ateグループゼオライト）

ジンコケイ酸塩鉱物としては，gaultitel種のみ認

められた。3員環が2つ連結したspiro－5を構造単位

にもち，10Vdariteの構造との類似性が指摘されてい

る。ZeOlite VPト7の天然産カウンターパートに相当

する3i）。

（BeⅣl10Phosphateグループゼオライト〉

ケイ酸塩でないゼオライトとしてべリロリン酸塩

鉱物が2種認められた。いずれも三次元フレームワ

ーク構造をとる。

pahasapaiteは，ZeOlite Rhoの天然産カウンター

パートにあたる40）。

weinebeneiteは，3貞環を有し10Vdariteの構造と

類似性が認められた41〉。

くその他のゼオライト）

cowlesiteは，微細結晶のため構造が決走されてい
ない。分類上の位置も不明で，今後の研究が待たれ

る。

今回，4種の鉱物が新しい表記法により分属が決

まり，それらの種名は削除された（表3）。また，以

前から種の判定に疑問のあった2種のゼオライト関

連鉱物（kehoeiteおよびvis岳ite）は，いずれも混合

物の可能性が高いこともありゼオライト鉱物の対象

から除外された42・43）。

5．留意点および間圧点

命名規約が公表されたため，今後ゼオライト鉱物

の表記には十分気を付けなければならない。特に，地

貸浮瀾係ではanalcimeとwairakiteの区別，heulandite，

clinoウtilolite，Stilbiteおよびmordeniteなどの系列

種の識別には厳密さが要求される。組成が不明の場

合は，系列名を記すしかないが，heulanditeと

Clinoptiloliteに関してはSi／Al比のみにより定義され

るため少なくともSiO2とA1203の定量を行わない限

り両者の判別は不可能である。

アルミノケイ酸塩以外の化合物もゼオライト鉱物

の対象としたため，今後それらの判定は難しいもの

となるであろう。最近，Medranoらはバナジウムリン

酸塩の新鉱物phosphovanadyliteを見出し，新しい

タイプのゼオライトであると名乗りを上げている44）。

リン酸塩は広範囲に複合化合物をつくることから，

バナジン酸塩やホウ酸塩の領域にまたがる複雑な固

溶領域を考慮する必要に迫られる。

今回，水分子をもたないゼオライトが4種認めら

れた。そのうち2種は準長石に属していたleuciteグ

ループの鉱物である。これにより，以前はanalcime

なども含む大きなグループをつくったが，1euciteグ

ループ全てがゼオライト鉱物に組み入れられた。さ

らに，部分的に不連続なフレームワーク構造を認め

れば，準長石のうちcancriniteおよびdavyneグルー

プの幾つかの鉱物は，ゼオライト鉱物とし認定され

てもおかしくない。CanCrisilite，hydrocancriniteお

よびpitighanoiteはその有力候補である。

－合成ゼオライトの認定基準は，フレームワーク密

度（FD：什ameworkdensity〉に基づいている45）。FD

は，1000Å3あたりのフレームワークを構成する四

面体席の陽イオン数により定義される。ゼオライト

にみられるポーラスなフレームワークでは，FDの

値は20．5、12．5の範囲を示す。今回，天然ゼオライ

トとして認められた種の中には，FDが22．6

（hsianghualite）あるいは20．9（chiavennite）と高い

ものがある。hsianghualiteは，無水で密なパッキン

グの構造をとり比重（2．965）も高い。したがって，

FDから判断すればゼオライトの範疇に入らないが，

analcime型のフレームワークをもつことからゼオラ

イト種として認定された。このため，新たな命名規

約の説明の中に，天然ゼオライトの定義にはFDを

判断基準として採用しないと述べている。
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表4 ゼオライトの系統分類

Vol．16，No．2（1999）

Clas＄i月偽tion exampIe

ki咽dom（界）

Class（顆）

Subclass（亜類）

9和uP 〈族）

Serjes（系列）

SPeCies く捷）

min8raI

Silicate

toctosilicat◎

ヱeO】ite

Chabazite

Chabazite－Na

…芋捷〉葺
Sub＄PeCね＄

Variety く変柾）
hersch●1ite

ゼオライト鉱物を系統的に分類した例を表4に示

す。今回の定義でゼオライトグループは，類を越し

て種の再編が行われており，このような例は未だな

い。特に，リン酸塩をSiフリーのゼオライトあるい

はリン酸塩ゼオライトとして認定している点など，

飛躍のしすぎと思うむきも多い。しかし，合成ゼオ

ライトの隆盛と最近になり合成ゼオライトの天然産

カウンターパートが次々と見出されてきた経緯から，

已むを得ず天然ゼオライトの定義を大きく改変せざ

るを得なくなったのであろう。表5に，先に合成さ

れ，後になってその天然産カウンターパートが発見

されたゼオライト種を示す。鉱物研究者の多くは，

合成ゼオライトを準安定相の産物ととらえ，天然ゼ

オライトは地質時代（100万年単位）を経て安定で

あり合成物とは別物との認識にたっていた。とりわ

け，ZSM－5のような自然界ではとても考えられない

合成条件を必要とするゼオライトが天然に産すると

は夢にも思わなかったに違いない。逆にみれば，ま

だまだ天然にはどんなゼオライトが出現してくるか

分からないといった楽しみもある。巨大cageをもつ

tsch6rtneriteなどがそのよい例であろう。こればか

りは，実験室や机上ではどうにもならず，ハンマー

を持ってフィールド探査に出る外ない。

6，おわりに

ゼオライトの定義をさかのぼって調べてみると

1930年代のHeyの一連の論文にたどりつく。天然ゼ

オライトの記載とそのキャラクタリゼーションを扱

っており，今読んでみても精緻を極めた観察と周到
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表5 合成ゼオライトと天然ゼオライトの対比

Natural Synth血ic

bd化泊唱杜e（R由din9●rさfれ19931 TMん∈〈AB）

9aul桝ウ〈Erci＝lV●lthuiz●n．1糾〉 VPト7

9dla「d托e〈Galliefれ1996） NU・87

ma詑ite伯a＝8Jれ1974〉 Om印

mutina托さ〈Ga＝81al，1997〉 ZSM－5

Pahasapait¢くRou5eefれ198丁〉 Rho

P¢州ar社台〈Me爬hikov．1糾〉 L

tschernichit¢〈Bo99S8Jれ19931 B由

かつ克明な各種測定には驚かされる。また，その後

のゼオライト研究において明らかとなる多くのこと

を洞察している。Barrerはこれらの論文に触発され

ゼオライトを研究対象にしたと云うのもうなずける。

この偉大な研究者Heyはもっと評価されるべきであ

ると実感した。

IMAのゼオライト命名規約委員会の会長であるニ

ュージーランド・オタゴ大学Coombs名誉教授から

多くの情報とアドバイスを頂いた。この命名規約の

作成ならびにその適用に閑し，参加した委員の思惑

が絡み，幾つかの事柄については投票による採決に

よらなければならなかった。彼なくしては，命名規

約をまとめ上げるという難事業は遂行できなかった

であろう。ここに敬意を表する。
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Nomenclature ofNaturalZeolites Propos¢d byIMA

andSomeInfbrmationonNewZeolite Species

Hirotsugu Nishido

ResearchInstitute ofNaturalSciences，OkayamaUniverslty OfScience

New definition ofa zeolite mineralandits nomenclature bave been proposed byIMA．

The changein definitionis tbe following three adoption，（1）adoption ofberyllosilicates，

Zincosilicatesandberyllophosphates払rzeolitemineral，（2）wateト什eezeoljte，a爪d（3）tetrabedral
什ameworkinterrupted by（OH，F）groups．According to the nomenと1ature，82species are

accepted for zeolite mineralincluding13compositionalseries，although three are of

doubt仙1status and four are discredited．New deBnition andnomenclature arereviewed，and

SOmeinformation onnewly described species are glVen here．

Key words：Naturalzeolite，De爪nition，Nomenclature，New zeolite species
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《解 説≫

最新の活性白土技術

一石油精製に用いられる活性白土一
笹川和則，室井高城

エヌ・イー ケムキヤツト株式会社化学触媒事業部

活性白土iま固体酸を持つことから固体酸の触媒特性であるアルキル化を利用した脱オレフイ

ン反応や多孔質であることにより着色成分の吸着剤として従来から石油精製プロセスで用いられ

てきた。しかし，従来の活性白土の寿命は必ずしも満足するものではなく長寿命の活性白土が望
まれてきた。最近，原料の精選，酸処理の条件の検討などにより長寿命の活性白土が開発される

ようになった。BTX製造プロセスでは酸量の多い活性白土が長寿命であり，またキシレンプロ

セスにおいては，トランスアルキル化反応によりキシレン損失が生じるので酸量の調整された活

性白土が有効である。それらの開発された活性白土を加速寿命試験により比較した。

1．はじめに

活性白土は石油精製や石油化学の基礎原料の精製

について極めて重要な役割を果している。また，古

くは白ワインなどの精製にも用いられていたし，現

在でも食油の精製などに大量に用いられている。活

性白土が用いられている理由は，活性白土が固体酸

としての触媒機能と吸着機能を持つからである。石

油精製では主にBTX，キシレン，クメンプロセスな

どで用いられている。ここでは，これらのプロセス

において開発された最新の活性白土について述べる。

2．活性白土の国体酸触媒としての横能1〉

活性白土はモンモリロナイトなどのスメクタイト

系粘土を硫酸や塩酸などの鉱酸で処理することによ

って製造されている。スメクタイト系粘土はいわゆ

る層状化合物で内部の層はAlイオンを中心にした酸

素八面体，上下の層はケイ素イオンを中心とした酸

素四面体構造となっている。実際には内部のAlや

Mg原子の一部は低原子価のMgやCa，Liなどのアル

カリ金属に置換されたりSi原子の一部がAlに置換

されている。これらの成分は酸処理により糸外に溶

出されプレンステツド酸が形成される。これが固体

酸触媒として機能するのである。またさらにAlなど

が溶出されると多孔質な活性白土となる。ゼオライ

トと違って分子径の大きい細孔径をもつものが得ら

れる。原料中のアルカリ金属の種類や微量不純物，

酸処理の条件などにより，違った特性を持つ活性白

土が開発され市販されるようになった。

3．活性白土塔の役割2，3）

リフオーメートや分解ガソリンからBTXを製造

するには，まず溶媒抽出工程でパラフィン類が分離

されるがオレフイン成分は抽出されず芳香族中に残

留する。オレフイン留分は着色などの問題を生じる

ため蒸留塔の前工程で活性白土塔により処理されて

いる。活性白土塔は高庄ガス保安法に基づいて4年

に一度の保安検査が行なわれている。通常2基設置

され臭素価や硫酸着色規格で管理され規格値がオー

バーすれば切り替えられるが，通常2年以上の寿命

がない，また活性白土の交換に伴う作業コストや産

業廃棄物としての処理コストが活性白土の購入コス

トをはるかに上回るのでフスト的にも長寿命の活性

白土が望まれている。

4．活性白土による反応と寿命

酸処理により発現した酸点によりアルキル化や重

合反応が生じる。オレフインの除去は主としてこの

アルキル化反応によるものである。アルキル化生成

物はBTXやキシレンに溶解し白土塔から流出され，

その後の蒸留工程で除去される。副反応として異性

化やトランスアルキル化も生じる。クーキシレンの製

造プロセスではキシレンロスとなるので間邁となる。
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図2 加速寿命試験装置

活性白土は固体酸であるからゼオライトなどと同じ

ように活性白土の寿命は原料中の塩基性N化合物，

硫黄化合物，重質分（C9＋アロマ）の量によって決ま

る。また，原料中のオレフイン濃度が高いと重合反

応が促進されカーボン質が生成され活性白土の細孔

を閉塞し劣化現象を示す。通常の失活時でのカーボ

ン付着量は6～10wt％である。図1に反応式を示す。

5．最新の活性白土

目的により最適な活性白土が開発されている。こ

こで比較された活性白土の物性を表1に示す。これ

らの活性白土は原料の選定と酸処理条件の最適化に

より開発されたものである。酸量，表面積，嵩比重

がそれぞれ異なっている。

6．加速寿命試験4〉

ここで述べる加速寿命試験は囲2のように行なわ

れた。用いた活性白土の量は5mlである。液流は

DownFlowで実際のLHSVよりも高LHSVで反応さ

FO．

」「
執uPLIN¢L糾E

せている。常庄で所定の温度まで昇温し，脱湿後原

料を況してから所定の圧まで加庄して行なわれた。

反応温度はオイルバスの温度で制御された。

7．BTXプロセス5〉

原料として用いられるのは改質油からのリフオー

メートまたはエチレンの熱分解副生油，コークス炉

からの租ベンゼンまたはそれらの混合物である。活

性白土の寿命は改質油からのリフオーメートで0．5

～1年，熱分解副生油で1～2年である。BTX製造

プロセスのフローを図3に示す。活性白土塔は蒸留

塔の前段に設置されている。表2の原料を用いた加

速寿命試験結果を図4に示す。反応温度は182℃，

庄は200psig，LHSVは20h‾1である。原料の臭素

価は72である。ActivatedClayBは従来のActivated

Clay Aと比較して約2倍の寿命があると推定される。
Activated ClayIiは酸量が多くまた細孔容積も表面

積も大きいためと考えられる。
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8．p－キシレンプロセス5）

キシレンプロセスにおいてはキシレン前蒸留系お

よびキシレン異性化系の2箇所で用いられている。

フローを図5に示す。原料にはクーキシレンリッチの

混合キシレン（表3）を用いた。活性白土処理後の

臭素価の経時変化の結果を図6に示す。反応条件は
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Component Weight％

LightEnds O．08

Benzene 57．5

Toluene 22．4

Ethylbenzene 3．2

クーⅩylene 3．3

椚－Ⅹylene 7．5

0一Ⅹylene 3．7

Cumene O．1

N－PropylbeIIZene O．03

0ther C9■s O．06

Heavies（＞Cウ） 2．2

BromineIndex 72
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図5 キシレン製造プロセスフロー
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表3 原料組成（混合キシレンA）

ゼオ ラ イト

Compo皿e皿t W¢ight簡

Ethylbenzene O・99

クーXylene 81・64

〃卜Ⅹylene 3・73

0－Ⅹyl¢ne 2・37

Tdmethylb¢nZeneS 3・93

Methylb¢nZeneS 2・47

HeavyAromatics 4・87

BromineI爪dex 130
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囲7トランスアルキル化反応
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温度160℃，圧力200psig，LHSV20h‾1，臭素価

は130である。図からキシレンプロセスではキシレ

ンのトランスアルキル化によるキシレンロスが閏是

となる。特に使用開始直後の初期においてトランス

アルキル化が生じ易くキシレンからトルエンが生成

してしまいキシレンロスとなってしまう。初期のキ

シレンロスを抑制する活性白土が望まれていた。抑

制されなければならない副反応は図7のようなトラ

ンスアルキル化反応である。反応温度を低温から

徐々に昇温することによりトランスアルキル化を抑

制することもできるが，熱交換器の容量によっては

十分対応できない場合がある。囲8にトルエンを含
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表4 原料組成〈混合キシレンB）

さl¢

Compon¢nt Weight％

LightEnds O・39

Benzen¢ Nil

Toluene Nil

Ethylbenzene 4・5

クーⅩylene 8・2

椚－Ⅹylene 18・7

0－Ⅹylene ll．9

1，3，5－Tdmethylbenzene 3・2

1，2，4－Trimethylb¢nZene 12・7

1，2，3－Trimethylbenze皿e 3．7

1－Methyl－4－ethylb¢爪Zene 6．7

1－Methyト2－ethylbenz¢ne 3・1

1－Methy1－2－ethylbenzene 2．5

BromineIndex 697

まない混合キシレンによる試験結果を示す。原料組

成を表4に示す。酸量の多い順で寿命が永いことは

前述の通りである。しかし，脱アルキル化（トルエ

ンの生成）という点では囲8のようにActivatedClay

Bは酸量が多すぎトルエンが生成し使用できない。

この場合，酸量が少なくトルエンの生成の少ない

ActivatedClay Cが最良である。酸量が多くて寿命

が長くかつトランスアルキル化の抑えられた活性白

土が本来最適であり，このような製品の開発が望ま

れている。

9．クメンプロセス5〉

クメンはベンゼンのプロピレンによるアルキル化

により製造される。クメンはクメン法フェノール製
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造の重要な原料である。クメンは活性白土塔で不均

化反応を生じクメンロスが生じる。この場合もキシ

レン同様酸量の少ない活性白土が不均化が少なく適

切である。酸量の多い順で寿命が永いことは，BTX，

キシレンの場合と同様である。

10．水 分

通常活性白土には10％前後の水分を含有する。表

面積や酸点が多く寿命の長い活性白土ほど水分を含

みやすい。水分は細孔に取り込まれており，脱水す

ることで活性点が現れる。活性白土を塔に充填した

後，実運転前に脱水運転をする。

活性白土の含有水分量が多いと，特にキシレンの

精製に用いる場合に問題となる。脱水運転の際に多

量の水分が系内に流れると，油分の白濁や蒸留塔で

の庄変動により運転が困難となる。そこでこの水分

値を5％程度に抑えた活性白土が新たに開発されて

いる。低水分の活性白土には保管中の水分吸収を防

ぐ特別の包装仕様が適用される。

11．おわりに

目的に応じた活性白土が開発され用いられるよう

になった。活性白土は天然物が原料であるが，処理

方法に触媒設計の概念が取り入れられ酸強度，細孔

径などの制御が行われるようになった。さらなる長

寿命活性白土の開発と応用技術の向上を期待したい。
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トピックス

ゼオ ラ イト

≪新開配手より》

秋田さきがけ新報く1999年2月15日付朝刊〉

シリーズ「県北エコタウン・リサイクル産業の創

造8」で秋田県二ツ井町，藤里町産の天然ゼオライ

ト（産出量年間約15，000トン）の環境浄化技術への

利用について紹介している。

凍結防止剤としての活用がそれである。ゼオライ

ト宕を1～3mmに破砕して，非塩素系の凍結防止

剤を含ませ，除々に薬液を放出させることで，雪道

のスリ）プ防止や凍結防止に効果を上げる方法。二

ツ井町と油脂会社，建築資材商社は，昨年2月にこ

の凍結防止剤の散布実験を行い，雪の溶解の促進，

庄雪状態の緩和，即効的な滑り止め効果が確認され

た。塩害のない環境調和型利用法であるが，コスト

面に課題があるとしている。

また口Aあきた北」（大館市）では，有機たい肥

に3～5％の天然ゼオライトを混ぜて年間1，000ト㌢

の製造・販売している。肥料効果の持続や土壌改良

効果，脱臭効果の発現がみられると紹介している。

（14）

朝日新聞「秋用版」（1999年2月17日付）

左記と同様な内容で天然ゼオライトの凍結防止剤

としての活用が紹介されている。

（中田真一）
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TトAIPOによる炭化水素，

アルコール頬のエポキシ化

“H2020xidationandEpoxidationofHydrocarbons

and AIcohoIs over Titnium Aluminophosphates

TAPO－5，TAPO－11，andTAPO－36’’，M．H．Zahedト

Niaki，M．P．Kapoor，S．Kaliagulne，∫．CαJdJ．，

177，23ト239（1998）．

水熱合成により合成したTi導入AIPO（TAPO－5，

TAPO－11，TAPO－36）による過酸化水素を酸化剤と

したアルカン，アルコール，アルケンの液相酸化反

応に関する検討。UV－Visスペクトルでは導入された

Tiは，すべて骨格に取り込まれており骨格外にアナ

ターセ棟のTi酸化物（330～350nm）は観測されな

い。また反応中にTiの溶出は進行しない。したがっ

て，骨格に導入された四面体配位のTiがTS－1など

と同様に活性サイトとして機能していると考えられ

る。活性および過酸化水素の有効利用率の序列は，

TAPO－5＞TAPO－11＞TAPO－36であり，TAPO－5

の活性，週酸化水素有効利用率は，Ti含有量が同程

度でより高い表面積をもつTS－1と比較してわずかに

低い。細孔径が大きなAIPO骨格を利用することに

より嵩高い酸化剤を有効利用できる，また親水性一

疎水性の異なるTi環境を構築することができる可能

性がある。

（宍戸哲也）

嵩高い塩基をブローブとした

ゼオライト外表面酸点の評価

’’2，6－Di－TerトButyl－Pyridineas a Probe Molecule

toMeasureExternalAcidityofZeolite”，A．Corma，

Ⅴ．Fornes，L．Forni，F．Marquez，J．Martinez－

Triguero，D．Moscotti，エCαぬJ．，179，45ト458（1998）．

嵩高い塩基（2，6－di－tert－butyトpyridineDTBPy）

をプローブとして酸素10貞環あるいは12貞環をも

つ種々のゼオライトについてその外表面のプレンス

テツト酸点の評価を行い，ゼオライト細孔内への拡散

が困難な嵩高い分子〈triisopropylbenzene：TIPB）の

クラッキング活性との関連を検討した研究。ZSM－5

について結晶子径を変化させることにより外表面積

を変化させると外表面積の増加に伴いB酸点に吸着

したプロープ分子の吸収（N－H＋伸縮振動3370cm－1）

強度は増加する。モルデナイトについて脱アルミニ

ウム処理を行いSi／Al比を変化させると（ⅩPSによ

り求めた）外表面Al／（Al＋Si）比の増加に伴い3370

Cm‾1の吸収強度は増加する。吸収強度，外表面

Al／（Al＋Si）比とTIPBのクラッキング速度には，良

い相関が認められることか，DTBPyがゼオライト

外表面のB酸点の評価に対するよいプロープである

と考えられる。

（宍戸哲也）

Pt／K－10触媒による官能基選択水素化

’’ChemoselectiveHydrogenationofCinnamaldehyde

to CinnamylAIcoholover Pt／K－10Catalyst‖，G．

Szollosi，B．Torok，L．Baranyi，M．Bartok，J．CαfdJ．，

179，619－623（1998）．

5％Pt担持K－10触媒によるcinnamaldehydeの

Cinnamylalcoholへの選択的水素化に関する研究。Pt

の担持によるK－10の基本的な構造の変化は無く，担

拝されたPtの平均粒子径は3．8nmであった。比較

的穏やかな条件下（25℃，4bar）で反応を行ったとこ

ろ，選択的にカルポニル基の水素化が進行し

Cynnamylalcoholが90％以上の選択率で生成した。

この触媒を2．5％水酸化ナトリウム水溶液で処理し

た後に反応に使用すると活性，選択性が大幅に低下

する。カルポニル基の選択的水素化は，末端カルポ

ニル基の酸素がK－10上のルイス酸点と弱く結合し

安定化され，カルポニル基に対してPt上で解離した

水素が攻撃する結果だと提案している。K－10自体の
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マクロな細孔構造の影響についてはコメントがない。

（宍戸哲也）

亜鉛交換ゼオライトによるプロパン芳割酎ヒ

…Struc仙re and Density ofActive Zn Speciesin

Zn／HZSM5PropaれeAromatizatio爪Catalysts’＼J．A．

Biscardi，G．D．Meitzner，E．Igresia，J．CdJdJ．，

179，192－202（1998）．

亜鉛交換ゼオライト（zn佃ZSM－5）のプロパン

脱水素芳香族化反応に対する活性点の構造に関する

検討。亜鉛の導入によりHZSM－5と比較してプロパ

ン転化速度，水素生成速度が向上した。イオン交換

フ≡／¢＼√一♂』－ヽ
／ ＼ ／ ＼
き暑 ▲l 書手 Al

軸ぬさⅠ

により導入されたzn2・は，水が配位した状態（Zn－

0＋）でイオン交換サイトに存在する。このZn2・イオ

ンは，プロパン脱水素芳香族化反応（773K）中に0

価まで還元されることはない。含浸法で亜鉛を導入

すると外表面にZnOが生成する。外表面のZnOは，

不活性であり，反応中に0価まで還元され，さらに

揮発することにより失われる。Znの担持量が多い場

合，Zn－0＋種2個が縮合して2個のSト0－Alサイトに

Zn－0－Zn種が架橋した活性サイト（SpeciesI）を形成

する。亜鉛の導入量が少ない場合（1．3wt％未満），

Zn－0＋は，近傍のプロトンー個と反応し，活性な0－

Zn－0サイト（SpeciesII）を形成する。いずれの種で

もzn2＋イオン1個につき2個のプロトンが交換され

たことになり，これはアンモニアTPDおよげ水素一

重水素交換反応の結果から求めたプロトン量と一致

した。

（宍戸哲也）

ヽ㌔
Zn●2

／ ＼－
／ ＼ ／ ＼
卓i AI Sき AI

S叩由さⅠⅠ
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第15回ゼオライト研究発表会

今秋は「第15回ゼオライト研究発表会」を下記の

要領で北海道北見市の市民会館で開催致します。ゼ

オライトおよびその類縁物質の基礎と応用の，新た

な展開を志向します。充実した研究発表と活発な討

論の場に，多数の研究者・技術者が参加されること

を期待します。この機会に奮ってご参集下さい。

主 催：ゼオライト学会

共催等（順不同）：化学工学会，触媒学会，石油学

会，日本イオン交換学会，日本エネルギー学会，

日本化学会，日本セラミツタ協会，日本地質学会，

日本粘土学会，有機合成協会（予定）

日 時：平成11年10月21日（木），22日（金）

舎 埠：北見市民会館（北海道北見市常盤町2－ト10）

［JR北見駅から徒歩約10分，女満別空港から北見

市内行きバスにて北見バスターミナル下車（約45

分）後，徒歩約10分］

テーマ：ゼオライトおよびその類縁化合物に関連し

た研究の基礎から応用まで

講演の種類：1）特別講演（2件予定），2）総合研究

発表（成果がある程度まとまっている研究を総合

したもの。したがって，既発表の研究成果であっ

てもそれらをまとめた内容であればよい。討論を

含めて30分程度），3）一般研究発表（未発表の研

究成果の発表。討論を含めて20分程度）

講演申込締切：6月25日（金）

講演申込：1）講演題目，2）発表者氏名（講演者に

○印），3）所属機関，4）講演の種類（総合研究

発表か一般研究発表かの区別），5）研究分野（プ

ログラム編成の参考に，つぎの分野のうち一つを
選んで下さい。鉱物学，地質学，構造，合成，イ

オン交換，修飾，吸着，触媒，応用（農業，洗剤

など），その他），6）連絡先（郵便番号，住所，氏

名，電話番号，FAX番号）を申込用紙に記入し，

下記宛にご郵送願います（FAXまたはE－mailで

も可能です）。

申込先：〒152－8550東京都目黒区大岡山2－12－1

東京工業大学大学院理工学研究科化学専攻

小松隆之 宛

FAX．03－5734－2758

E－mail：komatsu＠chem．titech．ac．JP

萱食費：会員〈主催ならびに共催等の学協会の個人

会員，およびゼオライト学会団体会員の法人に属

する人を含む）5，000円，学生2，000円，非会員

8，000円（予稿集代を含む。当日申し受けます。）

予稿原稿締切：9月10日（金）

懇親会：10月21日（木）講演終了後，会場近くに

て。会費6，000円（学生3，000円）の予定

北見市内の主なホテル：

北見東急イン（TEL．0157－61－0109）

北見ピアソンホテル（TEL．0157－25－1000）

ホテルベルクラシック北見（TEL．0157－3ト1200）

北見シティホテル（TEL．0157－24－3155）

北見グリーンホテル（TEL．0157－24－1191）

ホテル黒部（TEL．0157－23－2251）

旅♯援助候捕者の応募について

本学会では例年と同様に，若手会員諸氏の優れた

研究発表を奨励するため，旅費の援助を行います。

旅費の援助を希望される方は下記の要領でご応募

下さい。

一記一

応井資格 若手の本学会個人会貞または学生会員で

講演をおこなう方

援助額 往復旅費実費，ただし，4万円が上限

採用人数 約5名を予定

応募要領 用紙1枚に氏名，年齢，所属，身分，旅

費の概算額，連格先を記入し，講演申込時（6月

25日締切）に上記申込先（小松）宛ご提出下さい。

北見市役所

N

④

至旭川 国註39号漁

本町1丁日

■

北見市民会館

＼

ヽ
ヽ

＼

王■走
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第15回ゼオライト研究発表会 講演申込書

1）講 演 邁 呂

2）発表者氏名

（講演者に○）

3）所属機関の略林

4）講演の種類〈該当するものに○） 総合研究発表
一般研究発表

鉱物学 地質学 構造 合成

5）研究分野（講演者に○） イオン交換 修飾

応用 その他

吸着 触媒

住所 〒

氏名

6）連絡先

TEL．

FAX．

E－mail：

＊コピーしてお使い下さい。
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第12周イオン交換セミナー

ー最先端のイオン交換技術一

主 催：日本イオン交挽学会

協 賛：ゼオライト学会ほか

日 時：1999年7月2日（金）10：00～16：40

場 所：筑波研究交流センター 国際会議場（茨城

県つくば市竹園2－20－3，Tel．0298－5ト1331）

交 通：つくばバスセンターより徒歩10分［つくば

バスセンターへは，東京駅八重洲南口バスセンタ

ーよりバスで80分，または，常磐線ひたち野うし

く駅よりバス20分〕

プログラム：

赤城晶二（荏原製作所）

「新規イオン交換体を用いた最新電気式脱塩法」

渡辺純哉，久保田裕久（三菱化学）

「最新の新規イオン交換樹脂及びイオン交換技

術」

懇親会（昼食）

四元利夫（新日本ソルト）

「無機イオン交換体による環境汚染イオンの除

去」

小黒啓介（大阪工業技術研究所）

「無公害エネルギーとイオン交換膜」

岡田達弘（物質工学工業技術研究所）

「燃料電池とイオン交換膜技術」

定 具：170名

参加♯：会員，協賛学協会会員10，000円，非会員

15，000円，学生1，000円（資料代金を含む）

懇親会♯：当日昼食時実施／実費

参加♯支払方法：郵便振替，または当日会場にて受

付時支払

加入者名：イオン交換セミナー

加入者番号：00120－2－155043

申込締切：1999年6月22日（月）

申込先：氏名・所属・連絡先住所・TEL・FAX・

E－mail・懇親会参加の有無を明記の上，下記まで

郵送，FAX，あるいはE－mailでお申し込み下さい。

〒263－8522 千葉市稲毛区弥生町1－33

千葉大学工学部物質工学科 斎藤恭一

TEL／FAX O43－290－3439

E－mail：marukyo＠xtal．tf．chiba－u．aC・JP

第11回吸着シンポジウム

「吸着剤と吸着技術の最近の進歩」

主 催：日本吸着学会

日 時：1999年8月4日（水）13：00～17：00

5日（木）9：00～12：00

台 場：秋田大学地域共同研究センター（秋田市手

形学園町ト1）DR「秋田」駅より徒歩約20分。市

営バス「大学病院」行き「秋田大学前」下車，ま

たは「秋田温泉」行き「住吉町」下車，徒歩5分。

あるいは，タクシーで10分，約800円。参加申し

込み頂いた方には後日地図をお送りします。］

参加費：日本吸着学会会員5，000円，日本吸着学会

学生会員2，000円，非会員10，000円，懇親会

5，000円（日本吸着学会の正会員会費は年額5，000

円です。吸着にご関心をお待ちの方はこの機会に

是非ご入会下さい。）

プログラム：

1日日

三浦孝一（京都大学）

「炭素多孔体の細孔制御の試み」

野田多美夫（セピオテック）

「アルデヒド吸着剤の需要動向と新開発アルデヒ

ド吸着剤について」

川口正美（三重大学）

「コロイド分散系における高分子吸着の果たす役

割」

中野義夫（東京工業大学）

「縮合型タンニンゲルによる重金属の高度分離・

回収システムの構築」

18：30～20：00 懇親会および竿灯祭り見物

2日日

内田博久（東京農工大学）

「超臨界相吸着を利用した多環芳香族化合物異性

体の高度分離技術」

鮎澤信家（山梨県工業技術センター）

「火山灰土壌によるリン含有排水の吸着処理」

加藤雅裕（徳島大学）

「ナノ多孔体への2成分気体の吸着とその分光学

的研究」

参加申込方法：（1）氏名，（2）会員番号，（3）連絡

先の住所，電話，FAX番号，（4）懇親会の参加／

不参加を記入して，E－mailまたはFAXで下記ま
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でお送り下さい。

秋田大学工学資源学部環境物質工学科

小沢泉太郎 〒010－8502 秋田市手形学園町ト1

TEL．018－889－2434 FAX．018－837－0404（学科

事務室） E－mailozawa＠ipc．止ita－u．aC．jp

参加申込締切：7月15日（木）

宿 泊：宿泊の予約の取りにくい時期なので，日本

旅行秋田支店〈TEL．018－866－0111，FAX．018－

866－0100，担当：佐々木，新山）に約60名分確

保を依頼しました。ご利用下さい。竿灯祭期間中

は秋田市内の宿泊施設がほぼ同一料金になります。

共済組合関係施設など簾価な施設も若干あります

が大変混雑するようですので，確実を期される方

はこちらのご利用下をお勧め致します。ご希望の

方には前泊，交通頼関の予約も承ります。

第43回粘土科学討論会

主 催：日本粘土学会

共 催：ゼオライト学会ほか

日 時：1999年9月16日（木〉～18日（土）

ただし18日は見学会

会 場：倉敷芸術科学大学（倉敷市連島町西之浦

2640，Te1．086－440－1125）

シンポジウム「環境汚染と粘土」：

松田宗明（愛媛大学農学部）

「土壌生怒系での環境汚染の実態（仮邁）」

相馬光之（静岡県立大学環境科学研究所）

「底質，土壌中の汚染物質の挙動と粘土（仮親）」

三宅通博（岡山大学環境理工学部）

「ゴミ焼却灰の有効利用」

古賀慣（豊順洋行（株））

「廃棄物処分場と粘土科学とのかかわり」

臼杵有光（豊田中央研究所）

「粘土－ポリマーナノコンポジット材料の環境へ

の貢献について」

未定（岡山県庁環境衛生部）

「行政の立場から見た環境汚染（仮題）」

特別講演：

浅見薫（倉敷芸術科学大学）

その他口頭発表とポスター発表

見学会：9月18日（土），午前8時30分JR倉敷駅北

口集合一笠岡ペントナイト鉱床見学一平櫛田中美

術館見学寸書備路観光（備中国分寺，書備路風土

記の丘，他）一JR岡山駅解散（17時頃）

参加費：一般5，000円，学生3，000円 程度

申 込：電子メールまたは官製ハガキに見学者氏

名・所属・連絡先を記入して，下記申込先に郵送

してください。

締 切：7月23日（金）必着，定員は40名で，申

込み先着順とします。なお，参加申し込みが10名

以下の場合は中止することがあります。

一般講演申し込み
方 法：本号添付の講演申込書式の内容を，電子

メールでお送りください。電子メールが使えない

場合は，申込書式をコピーして，それに必要事項

を記入し，下記申込先に郵送して下さい。但し，

講演ごとに1通のメールまたは申込書をお送り下

さい。また，申込みにあたっては200字程度の概

要を必ず添付して下さい。この概要はプログラム

編成に使用いたしますが，合わせて日本粘土学会

ホームページで，討論会プログラムとともに公開

しますので，ご承知おき下さい。なお，発表者に

は少なくとも1名の本学会会員が含まれているこ

とが必要です。

締 切：6月19日（金）必着。電子メールの場合

は確認のため返信をお送りいたしますので，返信

がない場合は再度ご連絡をお願い致します。

講演要旨締切：7月23日（金）必着

懇親会：9月16日（木），18時から，倉敷芸術科学

大学学生食堂，会費 一般5，000円，学生3，500
円 程度

申 込：講演申込書の電子メール，または官製ハ

ガキに参加者氏名・所属を記入して，下記申込先

に郵送して下さい。

参加登録料：会員（共催学会貞を含む）2，榊0円，学

生会員1，000円，非会員3，000円

講演要旨集代：3，000円

申込先：岡山理科大学理学部基礎理学科坂本尚史

TEL／FAX O862－256－9430

E－mail：Sakamoto＠das．ous．ac」P

日本粘土学会ホームページ：http：〃wwwsoc．nacsis．

ac．jp／cs由2／index．html
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日本化学会第77回秋季年会シンポジウム

ーミクロ・メゾ多孔体の触媒化学一

主 催：日本化学会

日 時：1999年9月23日（木），24日（金）

堵 所：北海道大学キャンパス（札幌市）

チェアマン：岩本正和（北大触セ）

TEL．011－706－2907，FAX．011－757－8126

E－mail：1026masa＠cat．hokudai．ac」P

均一な細孔径分布を持つミクロあるいはメゾポー

ラス多孔体は，既存の不定形固体触媒では実現で

きなかった新しい触媒化学の展開を可能にすると

期待されている。また，これまでの均一系触媒化

学と不均一系触媒化学をつなぐ新しい研究領域と

しても期待されている。本シンポジウムではこれ

らの規則性超微空間材料の将来，可能性等につい

て活発な議論を行うため，調製法，その化学，触

媒への応用についての講演を企画した。下記の招

待・依頼講演のほかに，無機，有機を問わず，規

則性超微空間材料に関する多方面からの研究発表

が予定されている。多数の会員の参加をお願いし

ます。

招待講演：

黒田一事（早大理工）

「メゾ多孔体合成の新展開」

植村 集（京大院工）

「金属イオン交換モンモリロナイトの触媒特性」

俵頬講演：

難波征太郎（帝京大理工）

「メゾポーラスモレキュラーシープMCM－41の細

孔径制御」

松方正彦（早大理工）

「ドライゲルコンパージョン法によるメタロシリ

ケートの合成」

犬丸啓（広島大工）

「ヘテロポリ酸塩超微粒子の自己組織化を利用し

た多孔体設計」

山下弘巳（阪府大工）

「ゼオライト細孔内での光触媒の設計と光触媒反

応」

藤田誠（分子研錯体）

「細孔構造を有する含フツ素網目構造錯体の合成

と機能」

尾中篤（東大院総合文化）

「有機合成にナノトンネル構造シリケートの特異

性を活かす」

間合先：北海道大学触媒化学研究センター触媒機

能設計部門 岩本正和

TEL．01ト706－2907，FAX．011－757－8126

E－mail：1026masa＠cat．hokudai．ac．JP

第15回日本イオン交換研究発表金

主 催：日本イオン交換学会

協 賛：ゼオライト学会ほか

日 時：1999年10月7日（木）～8日（金）

場 所：横浜国立大学内 教育文化ホール（横浜市

保土ヶ谷区常盤台79－5，電話：糾5－335－1451（代））

懇親会：10月7日（木）横浜国立大学内

懇親会費：6，000円

講演申込締切：

講演要旨締切：

講演申込方法：

に○印），（2）

7月9日（金）（郵送またはE－mail）

8月20日（金）（郵送）

（1）題目，所属，発表者（講演者

申込者氏名，（3）申込者連絡先（所

属部課，所在地，TEL，FAX，E－mail），（4）100

字程度の講演概要，（5）英文による遭呂，氏名，

所属，（6）発表様式（口頭またはポスター），を

B5判要旨に明記し，下記事務所宛に申し込み下

さい。講演申込者には，執筆要項を送付致します。

講演時間は，口頭（12分，質疑3分），ポスター

（90分）の予定で，口頭発表はOHPに限ります。

なお，口頭発表の希望でも発表件数多数の場合に

はポスター発表に変更させて頂くことがあります。

参加費：一般6，000円，学生2，000円（予約申込者は

1，000円割引）

予約申込持切：平成11年9月24日（金），（1）氏名，

（2）勤務先名称，（3）連絡先所在地，所属部課，

電話番号，FAX番号，E－mailアドレス，（4）懇親

会参加の有無，をお書きの上，E－mail，FAXまた

は郵便で下記の事務所宛にお送りください。

参加丼支払方法：郵便振替番号：00130－0－119845，

加入者名：イオン交換研究発表会係（企業の方は

参加者の個人名を明記）
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申込先：〒240－8501横浜市保土ヶ谷区常盤台79－5

横浜国立大学工学部物質工学科化学システム工学

大矢晴彦（TEL．045－339－3989，FAX．045－339－

4012，E－mail：Ohya＠chemeng．bsk．ynu．ac．jp）

日本吸着学会・日本溶媒抽出学会連合年会

第13回日本吸着学会研究発表会

第18回日本溶媒抽出討論会

主 催：日本吸着学会，日本溶媒抽出学会

協 賛：ゼオライト学会ほか

日 時：1999年10月28日（木）～29日（金）

場 所：大阪府立大学 学術交流会館，総合情報セ

ンター視聴覚室（堺市学園町1－1）

懇親会：大阪府立大学 学術交流会館 多目的ホー

ル（10月28日）

ゴルフ大会：10月30日（土） 場所未定

講演申込締切：7月10日（土）

講演要旨締切：9月30日（木）

予約申込締切：9月30日（木）（予約申込の場合は9

月30日までに参加費をお振込下さい。）執筆要項

は下記のホームページを参照して下さい。（イン

ターネットを利用できない方は本部までご連絡下

さい。）講演は，口頭発表（12分，質疑3分）お

よびポスター発表の予定で，口頭発表はOHPに

限ります。なお，口頭発表の希望でも発表件数多

数の場合にはポスター発表に変更させていただく

ことがあります。また，優秀なポスターにはポス

ター賞を授与します。

講演申込方法：A4用紙に（1）遺目，所属，発表者

（講演者に○印）・（2）申込者氏名・（3）申込

者連絡先（所属部課，所在地，電話番号，FAX番

号，E－mailアドレス）・（4）100字程度の講演

概要・（5）英文による選目，艮邑，所属，（6）発

表形式（口頭またはポスター）・（7）所属学会

名（日本吸着学会または日本溶媒抽出学会または

その他）を明記し，下記申込先あてに申し込む。

FAX，E－mailによる申し込みも可能です。E－mail

の場合はSubject欄に「連合年会申し込み」と記

入して下さい。

予約方法：（1）所属学会名（日本吸着学会または

日本溶媒抽出学会またはその他），（2）氏名・（3）

勤務先，（4）勤務先所在地，所属部課，電話番号，

FAX番号，（5）懇親会参加の有無をお書きの上，

FAXまたはE－mailで下記の申込先まで申し込み

下さい。E－mailの場合はSu叫ect欄に「連合年会

予約」と記入して下さい。予約申し込みをされた

方は9月30日までに参加費，懇親会費をお振り込

みください。

参加♯：会員6，000円，学生2，000円，その他

10，000円（要旨集一部を含む），要旨集のみ5，000

円，予約申込者は1，000円割引

懇親会♯：6，000円（予約），8，000円（当日）

参加♯支払方法：参加費，懇親会費共郵便振込にて

お支払い下さい。（法人会費の方は参加者個人名

を併記して下さい。）

郵便振替口座番号：00980－9－140968

加入者名：吸着抽出連合年会

申込先：〒599－8531堺市学園町ト1大阪府立大学

工学部化学工学科 青田弘之

TEL／FAX O722－54－9298

E－mail：Shigeta＠chemeng．osakah－u．aC．JP

学会の申込み案内，宿泊案内等は下記のホームペ

ージにてご覧いただけます。

http：〃www．chemeng．osakafulu．aC．jp／group5／

rengoh／index．html

1stlnternationalFEZA Conference

日
埠
主

時：Septemberト4，1卵9

所：EGER，Hungary

催：the HungarianZeolite Association

undertheauspICeSOftheFederationofEuropean

Zeolite Associations（FEZA）

スコープ：

・the preparation，Characterization and utilization

Of zeolites，POrOuS teCtOSilicates and alumino－

Phosphates，Pillared clays and related materials

払renvironmental打iendly processes．

Topicsincludetheapplicationofthesemicroporous
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materials（i）軸rair pollution of control，Water

Cleaning，treatment Ofhazardous wastes and（ii）

as catalysts
for reactions opening new

environmental什iendlyroutesbyreplaclngharm鮎1

Catalyst or by minimlZlng the formation ofby－

PrOducts．

1NV汀ED LECTURES：

KazuyukiKuroda（Waseda University，Tokyo）

’IStmcturaland MorphologicalControlof

MesoI）OrOuS Molecular Sieves’’

JunLiu（NorthwestNationalLab．，Richland，WA）

‥Synthesis and Applications ofFunctionalized

Nanoporous Materials forSpeci幻c Adsorption”

GalenD．Stucky（UniversityofCali払rnia－Santa

Barbara）

－’Strategies forthe Synthesis ofPeriodic Meso－

and Macroporous Materials’●

スケジュール：

July31，1999：Deadline for submitting oftwoI

Page abstractねrRecentResearch Reports

Septemberト4，1999：1stFEZACon托rence，Eger，

Hungary

間合先：Prof．Imre Kiricsi

Applied Chemistry Department，

J6zsefAttila University，

Rerrich terlり H－6720Szeged，Hungary

ACCESSIN

NANOPOROUS MATERIALS－11

日 時：May25－28，2000

場 所：Banff，Alberta，Canada

スコープ：

Multiple disciplines to discuss complementary

approachesandrecentadvancesinthisimportant

neld．Materialsofinterestareallthosewithpore

Sizeslarger thanlnm．Thisincludes：

・Periodic mesoporous materials

FSM16and related materials

・Clays

・Carbon molecular sieves

SuCh as M41S，

・POrOuS POlymers

・SOlgelandimprlnted materials

・Self assembled organic and other zeolite－1ike

materials

招待講演：

C．Colella，Napoli，Italy

‥Naturalzeolitesin environmentally糾endly

PrOCeSSeS”

F．F如ula，Montpellier，France

‖Heterogen catalytic acidbase reactions‥

P．A．Jacobs，Leuven，Belgium

‥Micro－and mesoporous catalystsin oxidation

reactions‥

F・Mizukami，Tsukuba，Japan

‥Application ofzeolite membranes‥

J．Rabo，UOP，USA

‥Closing remarks‖

スケジュール：

June7，1999：Submission of abstracts

September6，1999：Submission ofmanuscripts

November12，1999：Re托ree’s reports

DecemberlO，1999：Revised manuscripts

間合先：

Dr．AbdelSayari

Department ofChemicalEngineerlng

LavalUniversity

Ste－Foy，Qc，CANADA，GIK7P4

TEL．＋1（418）一6563563

FAX．＋1（418）一6565993

E－mail：nanO2＠gch．ulaval．ca

http：〃www．gch．ulaval．caノ～Sayari血ano2／
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11－5020：排ガス浄化システム（日本碍子）

1ト5021：排ガス浄化システム（日本碍子）

11－5032：リンを含有するアモルフアス合金触媒，

その粥製及び使用 〈チャイナペトロケミカル

CORP，リサーチINSTオブペトロリュームプ

ロセシングシノペツク）

1ト5035：排ガス浄化材及び排ガス浄化方法（リ

ケン）

11－5275：多層ブロー容器（三菱化成，青野工業

所）

1ト5716：シリカ配合化粧料（洞海化学工業）

1ト5818：エチレン系ランダム共重合体及びその

製造法（三井石油化学工業）

11－5849：樹脂組成物及びその成形物（三井石油

化学工業）

1ト5871：ゴム組成物，加硫ゴム及びタイヤ（ブ

リヂストン）

11－5872：ゴム組成軌加硫ゴム及びタイヤ（ブ

リヂストン）

11－5876：熟可塑性加硫ゴム及びその製造方法

（アドバンスドエラストマーシステムズLP）

11＿7611：SALバイアスMRヘッド（日立金属）

1ト7980：リチウムポリマー電池（ダイソー）

11－8196：半導体薄膜および半導体装正（半導体

エネルギー研究所）

11－8393：半導体装♯の作製方法（半導体エネル

ギー研究所）

11－8394：半導体装置およぴその作製方法（半導

体エネルギー研究所）

11－8407：窒化ガリウム系化合物半導体素子の製

造方法（豊田合成）

1ト843ア：窒化物系化合物半導体およびその結晶

成長方法および窒化ガリウム系発光素子（日本電

気）

1ト9672：脱臭体とその製造方法（松下電器産

業）

11－9957：大気中の窒素酎ヒ物の除去方法（富士

電機）

1ト9990：窒素吸着剤およぴその使用方法（大同

71

ほくさん〉

1ト9991：耐熱性多孔乍シート及びその製造方法

（日本ガスケット，松下電器産業）

11－9999：

11－10003：

11－10004：

化成工業）

11－11932：

（王子製紙）

排気ガス浄化用触媒（本田技研工業）

排ガス浄化用触媒（日産自動車）

炭化水♯の接触升触媒組成物（触媒

アルミノシリケート微粒子の製造方法

1ト11933：非晶ギアルミノシリケート粉末の製造

方法（地硝子）

11－11934：非晶貿アルミノシリケートの製造方法

（旭硝子）

1ト11936：中間多孔性分子簿物ギの製造方法及び

分子添物貿（エコンLTD）

1ト11937：被葎物の改良（ジョンソン マシー

PLC）

11－11938：リサイクルされた母液を利用したホー

ジャサイト系ゼオライトの合成方法（エクソンリ

サーチアンドENGCO）

11－12209：環状アルコールの分♯取得方法（池化

成工業）

11－12445：マーブル状の結晶性エポキシ化合物，

エポキシ樹脂組成物，及びその硬化物（日本化薬）

1ト12852：多結晶性炭化ケイ♯＃維の製造方法

（ダウコーニングCORP）

1ト13462：排気ガス浄化装狂（日産自動車）

11－14204：不純物除去フィルター及びそれを用い

た冷凍システム（松下冷磯）

11－19505：結晶性含水野ヒジルコニウム担持多孔

性吸着材の製造方法（工業技術院長）

11－21121：鉄含有lの少ない人工ゼオライトの製

造方法〈逸見彰男，坂上趨朗，日本システム化研）

11－21260：ジシクロヘキシルエーテルの製造法

（コスモ総合研究所，コスモ石油）

1ト21391ニ 結晶性ポリオレフイン組成物（チッ

ソ）

1ト21723：エネルギー変換性高分子結晶性耗維

（三井石油化学工業）

11122453：ディーゼルエンジン用排気ガス浄化シ

ステム（デグッサAG）

1ト28361：メタノール製造用触媒，その製造法

（山口大学長，宇部興産）
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11－28362：排気ガス浄化用触媒及びその使用方法

（日産自動車）

11－28363：ジクロロトルエンの異性化触媒組成物

および異性化方法（東レ）

1ト28480：アンモニア含有水の処理方法（栗田工

業）

11－29317：鱗片状の低結晶性シリカとその製造方

法（洞浄化学工業）

11－29339：フラットディスプレー横器用アルミノ

鍾酸塩ガラス（カールツアイススチフツング）

1ト29346：人工骨材・軽l骨材等として用いる吸

着酎ヒ触媒材及びその製造方法（ボーゲンファイ

ル）

1ト29506：ジアリールメタンまたはその誘導体の

製造方法（日本石油化学）

1ト29777：オレフインに対する高い選択性を特徴

とする流動床接触クラッキング法〈アジプペトロ

リSPA）

11－33342：環境汚染物質除去シート又はボード

（日立化成工業）

1ト33358：脱臭装荘（東陶機器）

1ト33405：排気ガス浄化用触媒及びその使用方法

（日産自動車）

11－33406：炭化水♯油の分解用触媒（コスモ総合
研究所，コスモ石油）

1ト35316：無定形アルミノシリケート（東ソー）

1ト35318：ゼオライト成形件の製造方法及びゼオ

ライト成形体（ニチアス）

11－35496：FCCナフサからのノヾンゼン，トルエ

ン及びキシレンの製造（モービルオイルCORP）

11－35497：

業）

11－35510：

瓦斯化学）

11－35527：

学）

1ト35822：

業）

11－36142：

クメンの製造方法（三井石油化学工

イソプチルアルデヒドの製造法（三菱

メチルアミン類の製造法（三菱瓦斯化

結晶性樹脂組成物（三井石油化学工

耐アルカリ性の良好な結晶性炭化ケイ

棚維及びその製造方法（宇部興産）

11－42417：排ガス浄化システム（日本碍子）

1ト43322：分子ふるい炭素およびその製造方法

（三菱化成〉

1ト43456：・環状アルコールの製造方法（三菱化
成）

11－43678：重賃油の流動接触分解方法（日本石油，

石油産業活性化センター）

11－47593：

タ自動車）

11－47596：

11－47602：

（マツダ）

11－47603：

排気ガス浄化用触媒の製造方法（トヨ

排気ガス浄化用触媒（日産自動車）

排気ガス浄化用触媒及びその製造方法

ハロゲン含有有材ヒ合物燃焼除去触媒

および触挽除去方法（東ソー）

11－47604：ハロゲン含有有材ヒ合物燃焼除去触媒

および燃焼除去方法（東ソー）

1ト47605：排ガス浄化用触媒及び浄化方法（日産

自動車）

11－47606：低級炭化水素の芳香族化触媒及び該触

媒を用いた芳香族化合物の製造法（大阪石油化学）

11－47607：二酸化炭素による炭化水素改貿触媒，

その製造法，及び水素，－酎ヒ炭素の分＃製造法

（日産ガードラー触媒）

11－49513：Mn含有アルミノケイ酸塩混合物及び

これを含むハロゲン含有樹脂組成物（東ソー）

1ト49710：トリメチルハイドロキノン類の製造法

（日本石油化学）

11－50069：天然ガスの精製方法（東ソー）

11－52555：平版印凧版（東レ）

1ト56987 消臭，抗菌性粒状基材（日本水処理

技研，太平洋炭鉱）

11－57413

11－57462

11－57470

業）

排ガス浄化触媒装証（日産自動車）

排ガス処理用の吸着剤（三清工業）

空気浄化用触媒構造体（ダイキン工

11－57481 芳香族炭化水素の変換のための触媒

および方法および芳香族炭化水♯の製造における

それらの使用（中国石油化工総公司，中国石油化

工総公司上海石油化工研究院）

11－57482 芳香環水素化用触媒及び軽油の水素

化処理方法〈工業技術院長）

11－57483 ∈一カブロラクタム製造用触媒およぴ

これをもちいてなる∈－カブロラクタムの製造方

法（住友化学工業）

1ト57484 排気ガス浄化用触媒及びその使用方

法（日産自動車）
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11－57485

浄化方法

11－57486

興産）

11－57490

Vo1．16，No．2（1999） 73

排気ガス浄化触媒及びこれを用いた

（東ソー）

ハロゲン含有触媒の製造方法（出光

触媒ヒータおよぴこの触媒ヒータを

使用した触媒装証（松下電器産業）

1ト57698 循環式湯水殺菌吸着装置（甲斐幸博）

1ト60212 金属酸化物構造体およぴその製造方

法（福岡県）

11＿60236 ゼオライトOU－1およぴその合成方

法（東ソー）

11－60514 低級康化水素を原料とする芳香族化

合物の製造方法（大阪石油化学）

11＿60515 エチルベンゼン製造方法（池化成工
業）

11＿60516 メタキシレンの製造方法（帝人）

1ト60531 脂環式炭化水素の多価アルコール付

加件の製造方法およぴそれに用いる触媒（日本触

媒化学工業）

1ト60533 2，2■－ビス（ヒドロキシメチル）アル

カナールの製造方法（三菱化成，日本化成）

US Pat¢nt

CO▲T正DOPTIC▲L WÅVEGl汀DES▲S EXTREME1．Y LONG PÅTlI

S▲MPLE C瓦LLS Inventors：Le Febre，David A．（US）．Assiきnee：

UOP LLC〈US）、Patent No．：5，892．861（19990406），Applic Date：

19970528

PROCESS FOR TIIE PREPÅRÅTION OF H▲LOCUMENES

Inventors：Singh，Anand Pal；Kale．Sushama Mohan（IN），Assi呈n¢e：

Counci10fScientific＆ImdustrialResearch（IN），Pat¢ntNo∴5．892，13S

（1卵90406），Applic Date：19971023

T又ÅNSPO且T〃YD且0ⅩYI一ÅTION又EÅCTO女 工nveれtOrS：Rooks，

Charles W．；Uriar払Anthony K．；Gross，MichaelJ．叩S），Assigne¢：

SolutiaInc．〈US），Pa托nt No∴5，阜92，132〈19ウ90406〉，Applic Date：

19960808

PROCESSES FOR PRODUCING l，‘・HEX▲NEDIALS ÅND

DERIVÅTIVES Inventors：Packett．DianちLee；Briggs，John Robert；

Bryant，DavidRobertこPhillips．AileneGardmer（US），Assignee：Union

Carbide Chemicals＆Plastics Technology Corporation（US），Pateml

No．：5．島92，127（19990406），Applic Date：19970415

PREPÅRATION OF N．BUTYRALDEHYD宜▲ND／OR N・血UTÅNOL

Inventors：Kanand，九rgen；Roper∴Michael；Paciello、Rocco；T血ome，

Alfred（DE），Assignee：BASF Aktie爪geSellschaft（DE），PatenlNo・：

5，892，125（19990406〉，Applic Date：19970723

M正T▲L．LIGÅND COMPLEX CÅT▲LYヱED PROCE＄SES

Inventors：Brya爪t，DavidRoberl；NichoIsoTl，Jame芯Clair；Billig，Er爪St；

Briggs，John Robert；Packett，Diane Lee；Maher．John Michael

叩S〉，Assi印ee：Umion Carbide Cbemicals＆Plastics Techno10旦y

CorI）Oration（US），Pat¢nt No∴5，892．119（19990406），Applic D＆te：

19970311

GELÅTORS Inventors：Weiss，Richard G．；Lu，Liamgde（US〉，

Assignee：Geor呈etOWn Universit 〈US），Patent No∴ 5，＄92，116

（19990406），Applic Date：19970102

HIGIILY POl－YMElIヱÅBLE N．ⅤINYLC▲k耳0ⅩYLIC ▲CID

ÅMIDE ÅND PRODUCTION PROCESS THEREOF Inv¢ntOrS：

Aizawa，Toshiyuki；Nakamura，Hitoshi；Kudo．Tetsuo；Wakabayashi，

Kuni10Shi；Shimamura．KeIlji；Nagamatsu，Shun－ichi（JP〉．Åssi甚n¢e：

ShowaDenko KabushikiKaisha（JP），Pat印tNo∴5．892，115（19990406〉，

Applic Date：19971223

STIL♯ENE COMPOUNDS▲ND TIIEIR US五 Inventors：R¢inehr，

DieterくDE〉；Metzger，Geor月eSくFR）；Sauter．Hanspeter〈DE〉，Åssignee：

Ciba Specialty Chemicals Corporation（US），Patent No∴5，892，031

（19990406），ApI）lic Date：19970522

PROCESS FOR T打E PRODUCTION OF NEUTRÅLIヱED

POLYS▲CCI‡ÅRIDE・おAS定D POLYCÅR芯0ⅩYLÅTES Inventors：

Moeller．Tbomas；Fischer，Herbert（DE），Assignee：H¢nkel

Kommanditgese11schart aur Aktiem（DE）．Patent No∴ 5，892，027

（19990406〉，Applic Date：1沖71007

LIP▲SE V▲RI▲NTS Inventors：Svendsen，Alla爪；Patkar．Shamkant

Ånant；Gormsen，Erik；Clausen，Ib Groth；Okkels，Jens Sigurd；

Thellersen，M乱rianIle（DK），Assignee：NovoNordiskA－S（DK），Patent

No∴5，島92，013（19990406），Applic Date：19950905

TINORG▲NIC CÅT▲LYST WIT技工NCREASED CROSSLINKING

SPE瓦D FOR SIL▲NE CROSSLINXING RE▲CT10NS Inventors：

Dammert，RutIl；S山tan，Bernト．ÅNG．ke（FI），Assignee：Bor¢alisHolding

A－S（FI），PateIlt No∴5．891，979（1舛90406），Applic Dale：19960730

P〃OSP月IT五S，P且OCESS FO又P又ODUCING TIIEM AND T打EIR

USE Inv¢ntOrS：Kikuchi，Tak¢10Shi；Inui．Naoki；Fukuda，Kanako；

Sanada，Takashi（JP），Assign¢e：Sumitomo Ch¢micalCompa皿y（JP）、

PateIlt No．：5．891，939（19990406），A押lic Date：19970806

DETERGENT COMPOSITIONCONTAININGOPTIM▲L1．Y SIZED

且LEÅClI▲CTIVATOR P▲RTICL瓦S Inventors：Angell，Adrian

JohnWaynforth；Pauley，ⅠⅠⅠ，Jos叩hAda叫Gabriel，Sleven．Matthew；

Brown．Donald Ray；飢rns，MichaelEugene（US），Assigme¢：The

Procter＆GambleCompany（US〉，PatentNo∴5，891，S3暴（19990406〉，

Applic Date：19980608

ST▲方ILIZEDさLEAC打ⅠⅣGCOMrOSITIONS lnventors：Baillely．

GerardMarcel；Sorrie，GrahamAlexander（GB）．Assi印e¢：TheProcはr

＆GambleCompany（US〉，PatentNo∴5，S91．837〈19990406），Applic

Date：19960116

PROC瓦SS FOR P且EPÅRING LIQUID PERSON▲L CLE▲NSING

COMPOSITIONS WIIICIIPROVIDE ENII▲NCEI〉 P五RFUME

DEPOSITION I爪Ⅴ¢n10rS：W¢i，KarlShiqing；Wonき，LollisFay；Sine．

Mark Richard；Corfindaffer，Timothy Woodrow；Trinh，Toan（US〉，

Assignee：TheProcter＆GambleCompany（US），PatentNo・：5，島別，S33

（19990406）．A押lic Dale：l舛60620

VISCOSITY INDEX IMPROVER，ENG‡NE LUBRICANT

COMPOSITION，AND CONCENTRÅTE I爪VentOrS：Matsuya．

Hidehiko；Takeuchi，KojiくJP），Assign¢e：Sa皿yOChemicalIndustries，

Ltd（JP），Patent No．：5，891，831〈19990406〉，Applic Date：19970219
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R宜CORDING MATERI▲L Inventors：Ushio，Seiji；Yoneyama，

YuicIliro；Aikawa，Takayuki；Ollta，Tetsuzi（JP），Assi音neeこKimoto

Co Ltd（JP）．PatentNo∴5，891．暴25（19990406〉，Applic Date：19970505

ZIRCONIUM SILICATE ÅND ZIRCONIUM GERMANAT正

MOLECUL▲R SIEVES ÅND PROCESS USING TIl宜 SAM瓦

Inventors：Bem，David S・；Sherman，John D．；Napolitano．Amedeo；

Leon－Escamilla，E．Al¢jandro；Lewis，Gr¢gOryJ．；Bedard．RoberlL．

〈US），Assignee：UOP LLC（US），PatemlNo．：5，891，417（19990406），

Applic Dale二1卵71215

PRE．CONVERTED NITRIC OXIDE G▲S IN C▲TALYTIC

REDUCTIONSYSTEM＼Inventors：Hsiao．MarkC．；Merritt，Bernard

T・；Penetran払Bernardino M・；Vogtlin，George E．（US），Assi卯ee：

TheRegentsorthetJniversityorCalirorIlia（US），PatentNo∴5，891，409

（19990406），Applic Date：19970418

C▲T▲LYST R五TÅININGÅPrÅRÅTlTSÅND USEIN AN OZONE

FILTER Inventors：Sassa，Robert L．；Hobson，Alex R．；Towler，

Jerrrey C．；Bushong．James H．〈US），Assignee：W L Gore＆

Associates，Inc（US），Palent No．：5，891，402〈19990406），Applic

Date：19950502

CLOTI‡ING DEODORIZ瓦R FOR DEER HUNTERS Inventors：

Fore，John C．〈US）．Patemt No∴5，阜91，391（19990406），Applic Date：

19971010

HOMOGENEOIJS ELECTRORHEOLOGICÅL FLUID I皿VentOrS：

Inou¢，Akio；Maniwa，Syu坤（JP），Assignee：AsahiKaseiKogyo

KabusbikiKaisba（JP），PatentNo∴5，阜91，356（19990406〉，A押1icDate：

19951229

ÅDDITIVE FOIRESINS，PROCESS FORITSIIREPÅRÅTION

AND O1．EFIN RESIN COMPOSITIONlTSING THIS AI〉DITIVE

Inyentors：Suzuki，Kazuhiko；Ogawa，Hirosbi；NakaきaWa，Hideyuki；

Imoue，Hiroo〈JP）．Assiきnee：MiヱuSaWaIndustrialChemicals，Ltd（JP），

Pat¢nt No∴5，891，235（19990406），Applic Date：19970522

CO R玉MOVAL FROM ▲NINE又T G▲S BY ▲DSORPTION ON

rOROUSMET▲L OXIDE Inv¢ntOrS：Gary，Damiel（FR）．Assi印ee：

L■Air Liq山de．Sociele AmoIlym¢Pour L’Etude et L－Exploitatio爪des

Procedes Georges Claude（FR），PatenlNo．：5，891，220（19990406〉，

Applic Dale：19970716

芯ED GRANULOM五TRY AND THICKNESS OF Å PSA UNIT

Inventors：Rouge，Dominique；Moreau，Serge；Montfort，Christophe

（FR〉，Åssigmee：L■Air Liquide，Societe Anonyme Pourl－Etude et

l■Exp10itationdesProcedesG¢OrgeSClaude〈FR〉．Pat¢ntNo∴5，891，21S

（19990406），ApfIlic Date：19971107

DISPO5；Å芯LE▲BSOR芯ENT ARTICL五WITIIS五LF ADÅPTING

BODY FÅCING SURFÅCE TOI■OGR▲PHY InveIltOrS：Plumley，

山Han Asbton〈PL），Assign¢e：The Procler＆Gambl¢Company

くUS），Patemt No．：5，891，125（19990406）．Applic Date：19970403

▲IR CONDITIONING SYSTEM FOR COOLING WARM

MOISTIJRE・LÅDEN▲IR Inve几tOrS：Belding，WilIiam A．；Lam，

Chia叩；Holeman，Wi11iam D．；Ja爪ke，Scott L．（US），Assignee：

NovelAireTecbno10gies，LLC（US），PatentNo．：5，£90，372（19990406〉，

Applic Date：19970616

HIGHLEVEL OXYGENÅIR CONDITIONING Inventors：Yang，

Sam X．（US），Patent No∴ 5，890，366（19990406），Applic Dat¢：

19970421

EXHÅUST GÅS FLIJIDICSÅPPÅRÅTUS I几VentOrS：Brown，

Jacqueline L．；Ketcham，Thomas D．；Patil，Mallanagouda D．（US），

Assignee：CorningI瓜COrPOratedくUS）．PatentNo．：5，890．361く19朋0406），

Appiic Date：19970129

PHOSPHITES，PROCESS FOR P且ODUCING TH五SÅMEÅND

THEIR US Imventors：Inui，Naoki；Kikuchi．Taketoshi；Fukuda．

Kanako；Sanada，Takashi（JP），Assignee：SumitomoChemicalCompany，

Ltd（JP），Patent No∴ 5，8さ9，095（19990330），Applic Date：

19970804

RESIN COMPOSITION OF PROPYLENE・ETIIYLENE R▲NDOM

COPOLYM丑R
Inventors：Ichiyanagi，Kenji；Yamazaki，Masayuki

（JP），Åssignee：TonenCh¢micalCorporation〈JP）．PalelllNo∴5，889，094

〈19990330）．Applic Date：19970609

COMPOSIT瓦PARTICLEÅQUEOIJS SUSPENSIONÅNDI，又OCESS

FORPRODUCINGSÅME Inventors：Kisuno，Atsushi；Ansai，Tatsuo；

Åizawa，Shihoko（JP），Assignee：Hodogaya ChemicalCo Ltd（JP），

Patemt No∴5，889，088（19990330），Applic Date：19970207

HYDROGEN AND MOISTUR瓦 GETTERÅNDÅ芯SOR丑ER FOR

S五ALED DEVICES Inventors：Smith，Henry M．；Schicker，James

R．（US），Assignee：A11iedSignalInc（US）．Pate爪t No∴ 5，888．925

（19990330），Åpplic Date：19980220

SIJLFUR TOLERÅNT C▲TÅLYST Inventors：GalI〉erin，Leonid

B・（US），Assi基nee：UOPLLC〈US）．PatentNo∴5，888，922（19990330〉，

AI〉Plic Dat：19960513

BINÅRY MOl－ECULÅR SIEVES珂AVING A COREÅNI〉SⅥELL

OF DIFFERENTSTRUCTURESÅND COMI10SITIONS Inventors：

Tsang．Chib－HaoMark；Dai．Pei－ShingEugene；Petty，Randa11Hughes

（US）、Assignee：ABB LummusGlobalInc（US），PatentNo．：5，888，921

（19990330），A叩lic Date：19951025

PROCESS FOR ZEOLITIC CATÅLYST RE▲CTIV▲TION

Inven10rS：Bartholic，David】）．（US），Pate爪tNo∴5，888，919（19990330〉，

Applic Date：19961125

芯LOOD TEST WAR瓦AND MÅTRIXES ImYentOrS：Isogawa、

Hir…Obu；Anraku，Hideo（JP），Assignee：SekisuiKagaku Xogyo

KabushikiKaisha（JP），PatentNo∴5，888，824（19990330），ApplicDate：

19960705

▲LX▲LINE PROTEÅSE FROM上ACILLUS SP．ZI315 InYentOrS：

Outtrup，H811e；Conrad，Lars Sparre（DK），Assiきnee：Novo Nordisk

A／S くDK）．Patent No∴ 5，888，797（19990330）．Applic Date：

19970707

ZIRCONIUM SILICÅTE MO1．ECIJLÅR SIEVES AND PROCESS

USING TlIE SÅMElmventors：Bem，David S．；Sherman．John D．；

Napolita几0，Amedeo；Leom－Escamilla，E．Aleja皿dro；Lewis，Gregory

J・；Bedard，Robert L．（US），Assi印ee：UOP LLC（US），Patent No∴

5，888，472（19990330），Applic dale：1997040S

SYNTIIETIC CRYSTAl。LINE POROUS MÅTERIÅLCONTAINING

OXIDES OF SILICON，TIT▲NIUM▲NI〉G▲LLIUM I爪VemtOr＄：

Bellussi，Giuseppe；Clerici，MarioGabriele；Carati，Angela；Esposito，

An10nio（汀）、Assignee：Enichem SyIlthesis S p A（IT），Pate爪lNo∴

5，888，471（19990330），Applic Date：1沖61028

C▲TÅLYTICCRÅCKINGPROCESSInven10rS：Ⅹowalski，Jocelyn

Anne（US），Assi卯ee：Mobile OilCorporatio皿〈US），Patent No．：

5，8島8．378〈19990330），ApI〉1ic Date：1卵7031S

HYDROCRÅCXINGI■ROCESS STÅRTIJP METIlOD Inventors：

B¢rtram．Ricky Val叩S），Assignee：UOP LLC〈US〉，Patent No∴

5，8＆甚，377（19990330），Applic Dateニ19971219



（31） vo1．16，No．2〈1999） 75

METIlOD AND APPARÅTIJS FOR MÅKING ▲ PURE SIMPLE

SUGAR SOLUTION BY HYDROLYZING ÅT LEÅST ONE

COMPOUND SUGA又IN TlIE PRESENCE OF ▲ SELECTIVE

ADSORBENT Inventors：Durand．G¢rmain－Robert；Fauge柑S，Pierre；

Laporte，Fran．cedilla．oise；Moreau，Claude；Neau，Marie－Claude；Roux，

Gabriel（FR），Assignee：Ågrichimie（FR〉，Patent No．：5，888，306

（19990330〉，Applic Date：19970710

METIIOD ÅND ÅPPARATIJS FOR REMEDlÅT10N OF

CONTÅMINÅTEDSOIL I几VentOrS：Kawabata．Yuji（JP），Assignee：
Canoれ Kab11ShikiKaisha（JP），PateIlt No∴ 5，888，021く19990330），

Applic Date：1卵61216

RÅPID R瓦SPONSE PLÅSMA FUEL CONVERTER SYSTEMS

Imventors：Cohn，DanielR．；Rabinovich，Alexand¢r；Titus，Charles

H．くUS）．Patent No∴5，887，554〈19990330），Applic Date：19960119

EXH▲UST GÅS PURIFICÅTION METIIOD ÅND ArP▲RÅTUS

THEREFOR Inventors：Åbe，Fumio；Suzuki，Junichi；Ogawa，Masato

（JP），Assignee：NGKInsulators，Ltd（JP），Patent No∴5，887，422

（19990330），Applic date：19970828

ÅNTHHOTIC MICROWÅVE OVEN Inventors：Ki町Hyang－Gi

（KR），Assignee：SamsuIlきElectronics Co Ltd（KR），Patent No・：

5，阜86、329（l卵90323）．Applic Date：19971201

PROCESSES FOR PRODUCING ÅLKENÅLS ÅND ÅLK宜NOLS

Inventors：Packett，Diane Lee；BriききS，John Robert；Bryant，David

Robert；Phillips，Ailene Gardner（US），Assignee：Ullion Carbide

Chemicals＆Plastics Techno10gy Corporation（US），Patent No∴

5、886、237（19990323）．Applic Date：19970415

PROCESS FOR PRODUCING▲LDEHYDE ACID S▲LTS Inventors：

Eisenschmid，Thomas Carl；Briggs，John Robert；Packelt，Diane

Lee；01son，Kurt Damar；Maher．John Michael（US），Assi£nee：

Ullion Carbide Chemicals＆Plastics Technology Co叩Oratiom（US〉，

Patemt No∴5．886，236（19卵0323），Applic Date：19970415

METÅL－LIG▲ND COMPLEX CÅTALYZED PROCESSES

I爪Ve刀工0r5：Bryaml，David Robert；NichoIsoll，Jame5Clair；8rigg5．Jol柑

Roberl；Packett，Dia几e Lee；Maher，John Michael（US），Assignee：

Union Carbide Chemicals＆Plastics Technology Corporation（US），

Patent No∴5，8阜6、235（19990323），Applic Date：19970311

PROC宜SS FOR PRODUCING ÅMINES FROM OLEFINS ON

ZEOLITES OF TYP瓦S SSZ・33，CIT・10R MIXTURES TIIEREOF

lnventors：Eller，Karslen；Kummer，RudolfこStops，Peter（DE〉．Åssignee：

BASF Aktiengesellschaft（DE），Patent No∴ 5．886．226（19990323〉，

Applic Date：1卵80129

METlIOD

FORMÅL

Yoshiyuki

5．886．198

FOR CONTINIJOUSLY PRODUCING A CYCLIC

f爪Ven【OrS二Ogawa、Daisuke；Koike，Masa血iro；Yamamo札

（JP〉．Assi筈nee：TorayIndustries，Inc（JP），Patent No∴

（19990323），Applic Dale：19980127

METÅLLÅTION OF MÅCROCYCLES WITI‡ヱ，4・DICÅRBONYし

METAL COMPL瓦Ⅹ瓦 InYe爪tOrS：Hemmi，Gre甚Ory W・；Rosingana．

Miguel（US〉，Assignee：Pharmacyclics，Inc（US），PatentNo∴5、886．173

（19990323〉，Applic Dale：19970730

PROCESS FOR T払E PREP▲R▲TION OF TETR▲HYDROFUR▲N

POLYMERS Inv印tOrS：M山ler，Herbert（DE），PatentNo∴5．886，13阜

（19990323〉，ApI）lic Date：19970730

METIIODS FOR M▲KING STYRENE COPOLYMERS▲ND USES

TI柑REOF Inventors：Kimpton，PaulT．；HodgetlS，Robert W．

（GB），Assignee：NationalStarch and ChemicalInvestment HoldiIlg

Coporation（GB），Pat印t No．：5，886．076（1卵90323），AI）Plic Date：

19961204

Ml！LTIFUNCTIONÅL DETERGENT BASE Inventors：Kuratli．

Rolf〈CH）；Eckhardt．Claude（FR〉；Bac血mann，Frank（DE）；Schreiber．

Werner（CH）．Assignee：Ciba Specialty Chemicals Corporation（US），

Patent No∴5，885、952（19990323〉，Åpplic Dat¢：19960515

TITANIA 耳OUND SODIUM TITANÅTEION EXCIIANGER

Inventors：DeFilippi，IreneC．G；Yates，Stepb¢n Frederic；Shen．Jian－

Kun；Gaita、Romulus；Sedath．Robert Henry；Seminara，GaryJoseph；

Straszewski∴MichaelPeter；Anderson，DavidJoseph（US），Assi芸nee：

AlliedSignalInc（US〉，PatentNo∴5，885，925（柑990323），ApplicDate：

19951020

HALOG瓦NÅTED SIJPPORTS AND SIJPPORT瓦D ▲CTIVÅTORS

Inventors：WarれDavid George（US），Assignee：W R Grace＆Co－

Conn（US），PatentNo∴5，885．924〈19卵0323），ApI〉1icDate：19950607

EX杜▲UST GÅS CL瓦AN玉R I皿VentOrS：Yoshida，Kiyohide；

Muramatsu，Gyo；Sumiya，Sa10鼻血i（JP），Assig力ee二ⅩabusbikiKai5ba

Riken（JP），PatentNo．：5，885，923く19990323），Af〉Plic Date：19980507

POROUS LITIIIUM ÅLUMINÅTE CÅRRIER

STRUCTURE FOR CÅTÅLYST Inventors：

Matsuzaki．Tokuo；Hidaka．MikioくJP），Assignee：

Ltd（JP〉，Pateれt No∴5．885．917（1舛90323），Åpplic

METIIOD FOR DET瓦CTING INORGÅNIC

OF SPINEL

Ohdan，Kyoji；
UbeIndustries，

Date：19970623

HYDRIDES，

lNORGANICIlÅLIDESÅND ORGANOMETÅLLIC COMPOUNDS

INÅGÅS USING COPPBR HYDROXIDE Inventors：Sugimori．

Yoshiaki；Watanabe，Tadaharu；Kikuchi，Hitoshi；Endo，FⅥmitaka；

Ichimura．5h紬ji，；Yos九ida．Megumi；Imai，Hiroaki（JP），Assigmee：

Nippon Sanso Corporation，Patent No．：5，885，845（19990323〉，

Applic Date：1卵80615

0DOR▲NT COMPOSITION D瓦LIVERY SYSTEM AND METHOD

Imventors：Berman，MichaelJ．；Parrot札MichaelA．；Flynn，Frank

（US），Assignee：Fragra爪CeTechno10gyTrust（US）．PatentNo．：5．阜85，701

（19990323）、Applic Date：19970402

TIIERMOPL▲STIC LENS BLOCKING MATERIÅL Imventors：

Weldon，James A．；Govek，Michael；Sed10Ck，Carole；Ko，Joh爪H．

（US），Assignee：MinnesotaMiningandManufacturi爪gCompany〈US〉．

PateIllNo∴5．885，700（19990323）．Applic Date：19970317

VACIJUM 打EÅTINSULÅTION PANEL I爪VentOrS：Tanimoto，

Yasuaki；Miy如i，Noriyuki（JP）．Assignee：Matsushita Rerrigeratiom

Compally（JP）、Patemt No∴ 5，885，682（1粥90323）．ApI）lic Date：

19980629
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MIJLTIFLÅVOR GUM P▲CKAGING SYSTEM USING A

VOL▲TILE・FLAVORAI〉SOR舟ER Inventors：Zurawski．JosephG．；

Boyd，William T．〈US），Assignee：Wm WrigleyJr Comf〉州y（US），

Patent No∴5．阜B5，630（19990323），Åpplic Date：19960920

POISON井▲IT FOR CONTROLLING PESTINSECTS Inventors：

Kawada，Hitoshi（JP），Assignee：SumitomoCh¢micalCo叫〉any，Limited

（JP），Patent No．：5，阜85，606（19990323），Applic Date：19951214

METIlODSÅND COMPOSITIONS FOR REDUCINGおODY ODORS

AND EXCESS MOISTUR瓦 Invemtors：P¢t¢rSOn，Li¢ZIGonzales；

LaFle叶Patricia Alison（US）．Åssi印ee：The Procter＆Gamble

Compa几y（US）．PateIlt No．：5．8S5，599（19990323），Applic Dat¢：

1996102阜

METHOI）FOR PRODIJCING CI‡LORINE DIOXIDB USING

CÅLCIUMCIILORIDEIMrREGNÅTEDヱEOLITEORÅQUEOUS

CA1．CIUM CIILORIDE InveIltOrS：Klatte，Fred〈US），Pate爪t No∴

5，S85．543（19990323），Applic Date：1舛70211

METIIOD OF PRES五RVING RUBBER PRODUCTS ImYentOrS：

Watanabe，Hideaki；Watanabe．Takayuki（JP），Assignee：Milsubishi

GasChemicalCompany，Inc（JP），PatelltNo∴5，885，524〈19990323），

Applic Date：19960919

PROCESS FOR PROI）UCING LOW・SÅLT SILICA SOL

DISPERSIONSIN LOW・丑0ILING▲LCOⅢOLS InvelltOrS：Brekau，

Uwe；RoseIlOW，Bernd；B10Ck．Hans－Dieter（DE），Åssigne¢：Bayer

Aktiengese11schaft（DE），Patent No∴5，885，485（19990323），Applic

Date：19970609

EFFICIENCY OXYGEN・SCÅⅤ瓦NGING COMPOSITIONS ÅND

ÅRTICLES I爪VentOrS：Venkateshwaraれ．LakshmiN．；CIlOk＄hi，Dinesh

J．；Chiang．Weilong L．〈US）．Assi印ee：Amoco Corporation叩S）、

Patent No∴5，885，481（19朋0323〉，A押lic Date：19970島12

DEVICE FOR TIIE PHYSICOCmEMIC▲L SEP▲RÅTION OF

CONSTITUENTSOFÅFLUID Inve爪tOrS：Chatelin，Roger；Monget，

Daniel；Pollel，Thi¢rry；FilzeトCoⅥtⅥher．Catherine；Gayrlm¢，Palrick

（FR），Assigmee：Ⅰ爪Stit111Textile De France and Bio Merieux（FR〉，

Pat印t No．：5，885，453〈l舛90323），A叩1ic Dale：19970219

REFORMING WIT封 SELECTIV宜 MULTIMET▲LLIC

MULTIGRÅD上玉NTC▲TÅLYST InYentOrS：Bo呈dan，Pa山aL・；Chem．

QianjⅦ皿〈US），Assigne¢：UOP LLC〈US），Patent No∴5，885，443

（1卵90323）．Åpplic Dale：19980617

HYDROCRÅCKING PROCESS WITI‡INTEGR▲TED EFFLIJENT

HYDROTREÅTING ZONE Inve皿10rS：Hoehn，Richard K．；Tbakkar，

Vasamt P．；Elliき、DanielL．くUS），Åssignee：UOP LLC（US），Patent

No∴5，阜阜5．440（19990323），ApI）1ic Dale：19970826

CÅTÅLYTIC REFORMING PROCESS WITH MIJLTIPLEヱONES

I爪VentOrS：Glover，Bryan K．（US），Assi卯ee：UOP LLC（US），Patent

No∴5，885，439く19990323），AflPlic Date：19971104

WÅⅩHYDROISOMERIZATION rROCESS Inventors：Apelian，

Minas R．；Borghard，Wi11iam S．；De£nan，Jr．Thomas F．；Han10n．

Robert T．；Rubi爪，Mae K．（US）、Assignee：MobilOilCorporation

〈US），Patent No．：5，S85，43暴く19990323），Åpplic Date：19960328

METlIOD FOR WASIIING OILY SOIL FROM OβJECTS

I爪VentOrSこUmino，Mako10（JP）．Assignee：Hakuyosha Co Ltd（JP），

Patent No∴5，885，366（19990323），Applic Date：19960812

COLORANT STÅおILIZERS I几VentOrS：Nohr，Ronald Sinclair；

MacDonald，John Gavin（US），Palent No∴ 5，885，337 〈19990323），

Apf山c Dale：1997103

PROCESS FOR TlIE ▲DSORPTION OF NITROG瓦N FkOM

GAS MIXTUR瓦S BY MEANS OF rR瓦SSURE SWING

ÅDSORPTIONWITfIZEOLIT瓦S Inventors：Reiss，Gerhard；Puppe．

Lothar；Hees，B柑nOくDE），Assi帥ee：Bayer Aktiengesellsc血afl（DE），

Patent No∴5．885，331（19990323），Applic Date：19960725

SErARÅTION SYSTEMÅND METnOD OF UNネURNED C▲RネON

IN FLY▲SH FROM A COÅL・FIRED POWER PLÅNT I爪Ve几tOrS：

Lee，Jae Keu爪（KR），Patent No．：5，g85．330〈19卵0323），Af岬1ic

Date：19970707

正NIlÅNCEMENTOF LÅCCÅSE REÅCTIONS Inventors：Schneider．

Palle（DK），Assignee：NovoNordiskA／S（DK），PatentNo∴5，885，304

〈19990323），Applic Date：1卵70416

SIMUl。ATBD MOVING BBD ÅBSORPT10N SBP▲RAT10N

PROCESS Inventors：Pan，Weizhong；Wallg，Yubi咽；Li，Yousong；

Ⅹue．Y11SOng；Che爪．W¢iminくCN），Assignee：YallgZiPetro－Chemical

Corfl Sinopec 〈CN），Pate力t No∴ 5，884，777（19990323〉，Applic

Dale：19970604

EXHÅU5；T GÅS PURIFYING DEVICE FOR ENGIN定 Inventors：

Hirota．Shinya；Mizuno，Tatsuji；Kibe，Kazuya（JP），Assignee：Toyota
Jidosba KabushikiKaisha（JP），Patent No∴ 5，884，476く19990323），

Applic Date：19970908

SYSTEM FOR EXHÅUST G▲S PURIFICÅTION ÅND METfIOD

rOR 正ⅩⅥAUST GÅS PURIFICÅTIONIJSING S▲ID SYSTEM

Invemtors：Noda，Naomi；Shibagaki，Y止inari；Mizuno，Hiroshige；

Takahashi，Akira（JP），Assign8e：NGKInsulators，Ltd（JP），Patent

No∴5，884，473（19990323），Applic Date：19960619

PROCESS FOR PROI）UCING BENヱYLÅCETÅTEÅND井ENZYL

▲LCOIIOl一 Inventors：Okada，Takashi；Haれaya，Makoto；Hattori，

Akitaka；Hamaji．Hideyuki；Miyake，Takanori；Tokumaru，Seiicbi；

Naきira，Nobuo；Ikumi，Shunya；Hori，Takashi；Mizui，Norimasa

（JP〉，Assignee：Tosoh Corporalion（JP），Patent No．：5，S名3，290

（1卵90316），Åpplic Date：19961204

PROCESS瓦S FOR PRODUCING EPSILON CAPROL▲CTONES

ÅND／0且 HYDRÅTES ▲ND／OR ESTERS T‡Ⅰ正R宜OF Inve爪tOrS：

Tjaden，Erik Bruce；Briggs、John Robert；Guram，AnilSakharam；

Maher，Jolm Michael（US），Assign¢e：Union Carbide Chemicals＆

Plastics Techno10gy Corporation（US），Patent No．：5．883，265

（19990316），Applic Date二19970415

PROCESS FOR PROI）UCING POLYIIYDROXYCÅR♯0ⅩLIC ACID

I汀Ven10rS：YanaglSaWa，Norio；Murayama，Toshikazu；Tsukazi，Nob止0；

Yokomori，Yorozu（JP）．Assignee：Kyowa Hakko Kogyo Co Ltd

（JP），Patent No∴5，883、222〈19990316）．A叩1ic Date：19970603

RESIN COMPOSITION Inventors：Natori，Itaru；Imaizumi、

Kimio；Kato，Kiyoo（JP）．Assignee：AsahiKaseiKogyo Kabushiki

Kaisha（US），PatentNo∴5，8阜3，192（19990316），ApplicDate：19960610

CIJRAおLE ORGANOSILOXÅNE COMPOSITION Inventors：

Nagaoka，Hisayuki（JP），Assignee：Toshiba Silicone Co Ltd〈JP），

Patent No∴5，8S3，184（19ウ90316）－Applic Date：19960521

FLIJORIDEION SUSTÅINED RELEÅSE PREFORMED GLÅSS

IONOMER FILLER AND DENTAL COMPOSITIONS CONTAINING

TIIE SÅME Inventors：Roberts，Thomas Arwel（GB）；Miyai，Ⅹozo

（JP）；Ikemura，KuIlio（JP）；FucIligami，Kiyomi（JP）；Kitamura，

Tos一丁io 〈JP），Assigne¢：ShoruInc くJP），Patent No∴ 5，883，153

〈19990316〉，Applic Date：19970715



（33） vol．16，No．2（1999） 77

PROCESS FOR PREPÅRING ヱEOLITE SLURRIES USING A

NONIONIC SUGAI SURFÅCTÅNT ÅND 瓦LECTROLYTE

Inventors：Ur托r，AllenD．；Lazarowitz．Vi柑inia（US〉，Assignee：Henkel

Corporation〈US），Patent No．：5，883，070（19990316），Applic Date：

19971008

PH▲SE SEPAR▲TED DET五RGENT COMPOSITION Invemtor＄：

Swift，札Ronald A．；Morral1．StephenW．（US），Assignee：TheProct¢r

＆Gamble Company（US）．Patent No．：5，883，065〈19990316〉，Applic

Date：19960122

PROTEÅSE CONTAINING DYE TRANSF五R INIIIBITING

COMPOSITION Inventors：Baeck，Andre Ces＆r；Busch，Alfred；

Verschuere，AnnKatrienMarie（BE），Assigmee：TheProcter＆Gamble

Company（US），Patent No．：5，883，064（19990316〉，A叩1ic Date：

19960524

LOW／NON．PhOSP班ÅTE DETERGENT TÅBLETS COMPRISING

NEUTRALIヱED POLYMER BIND瓦RINCORPORÅTED THEREIN

Imventors：Duccimi，Yves（FR）；Reeve，Pa山Francis David（FR〉；Jo爪eS，

Charles EIwood（US）；Gauthier，FrancoisくFR）．Assigmee：Rohm and

Haas ComI〉amy（US），Patent No∴ 5，8g3，061（19990316），A押1ic

Date：19970610

SUPPORTED CATALYSTS FOR CONVERTING METIIÅNE OR

PURIFIED NÅTURÅL GAS，PR瓦P▲RATION T技EREOF，AND

PROCESS FOR

C▲TALYSTS

（KR），Assi筈nee：

（KR），Patent No∴

PR瓦PÅR▲TION OF ETIIYL宜NE USING SÅID

Inventors：Park，Dae Chul，；Ahn，PylImg Kwom

Korea Researchlnstitule Of ChemicalTechno10gy

5，883，038（19990316），Applic Date：1卵51114

OL瓦FIN OLIGOM瓦RIZATION CÅTALYST，P又OCESS FOR

PREPÅRING T打E S▲ME，AND OL瓦FIN OLIGOMERIZÅTION

P又OCESS USING T対E SAME I刀Ⅴ印tOrS：Fujie，Hirokazu；Imura，

Kozo；Matsumoto，Hideyuki；Noh．Takayuki；Nakanishi，Kazuhisa（JP），

Assi‾gnee：ⅩOA OilCompany．LtdくJP〉．Pate爪t No・：5，883，036

（19990316），Åpplic Date：19960328

MESOPOROUS SILICOÅLlTMINÅT瓦 pRODUCT5 AND

PRODIJCTION T〃E又EOFおY CONT又OLLEDÅCID瓦ⅩTRACTION

OFÅLUMINUM FROM CÅLCIUM BENTONITE CLÅY Inventors：

Yang，Ⅹiaolin（US），Assignee：Engelhard Corporation（US），Patent

No∴5，8S3，035（US〉，Applic Date：1卵71105

HYI）ROCÅRBON CONVERSION CATÅLYST COMPOSITION

AND P又OCESSE5芦 丁粁EREFO又ÅND T打EREWIT打 Ⅰ爪Ven10rSニ

Drake，CharlesA．；Wu，An－Hsiang（US），Assignee：Phi11ipsPetroleum

Company（US），Patent No∴5，883，034（19卵0316〉，Applic Date：

19970829

HYDROCA又BON CONVERSION CATALYST COMPOSITIONÅND

PROCE5SES T打E又EFO又ÅNI）T〃EREWIT打 Inve山ors：Drake，

CharlesA．；Wu，An－Hsiang〈US），Assignee：Phillif〉SPeはOleumCompany

（US），Patent No．：5，883，033（19990316〉，Applic Date：19970709

SELECTIVE MULTIMETÅLLIC MIJLTIGRÅDIENT R瓦FORMING

CÅTÅLYST Inventors：Bogdan，Paula L．；Chen，Qianjun（US），

Åssigmee：UOP LLC（US），PatentNo∴5，883，032（19ウ90316），Applic

Date：19961121

LOW TEMPERÅTURE REG瓦NERÅTION OF COKE

DEÅCTIVÅTED REFORMING CÅTALYSTS Imventors：Innes，

Robert A．；Holtermann，Denmis L．；Mulaskey，Bernard F．（US），

Assigmee：Chevron ChemicalCompany叩S），Patent No∴5，883カ31

（19990316）．Applic Dale：19950117

P▲CKAGING M▲TERI▲L FOR FORMING ▲N 瓦▲SY．OPENING

RECLOS▲耳L瓦 PÅCEÅGING M▲TElI▲L AND P▲CKAG五

Inventors：J州eS，Gregory K・；Ziegert，Richard M．くUS〉，Assig皿ee：

Pechin¢y Recherche（FR），Patent No∴5，882，789く19ウ90316），Applic

Date：19971103

TACE SHEET FORINKJET RECORDING IれVentOrS：Igarashi，

Koji；Ogawa，Susumo．；Ohkura．Hirokaz叫Kikucbi．Takashi；Senoo，

Hideaki（JP〉Assigne¢：MitsubishiPaI〉er Mills Limited（JP〉，Patent

No∴5，882，755（19990316〉，Applic Date：19970812

E▲SY・OPENING RECLOSÅ耳LE P▲CK▲GE Inventors：Jones，

Gregory K．；Zi¢音ert，Richard M．；Seeke，Gr8gOryJ．；Gehrk¢，Russell

P．（US〉，Assignee：Pechiney Recherclle〈FR〉，Pal¢nlNo∴5，882．749

（19990316），Applic Date：19970702

METIlODS USING UNCOMPLEX正D CYCLOD瓦ⅩTRIN

SOLUTIONS FOR CONTROl－LING 瓦NVIRONMENT▲L ODORS

InYentOrS：Dodd．MichaelThomas；Trinh．Toam；Barto10，Roberl

Gregory；Lucas．Juliet Marie；Buckner．Robin Ya音er；K如s，Tberesa

Marie（US），Assignee：The Proctor＆GambleCompany（US），Patent

No∴5，882，63S（19990316），Åpplic Date：19971015

FÅUJ▲SITE ADSORB瓦NTS WITII NONUNIFORM AL

DISTl川UTION Inventors：Mac Dougall；Braymer，Thomas

Albert；Coe，Charles Gardner；Gaffney，Thomas Richard；Pet¢rSOれ．

Brian Keith（US）．Assignee：Air Products and‾c血emicals，Inc叩S）．

Patent No∴5，882，625〈19990316），Applic Date：1997080g

ETS・14 CRYSTÅLLINE TITANIUM SILICAT宜 MOLECUL▲R

SIEVES，MANUFÅCTURE AND USE TIIEREOF Inventors：

Kuznicki，Steven M．；Curran，Jacqueline S．；Yang，Xiaolim（US〉，

Assignee：En宮lehard Corporation くUS），Pat印t No．：5，8名2，624

＝9990316）．App】ic Daleニ ュ9970129

0ZONE PRODUCTION APP▲RÅTIJS Inventors：Sbiota，Hirokazu；

Terada，Mitsuo；Kihara．Hiromi；Nishim11ra，Yo＄biyuki；Tanioka．

Takashi（JP），Assignee：KabusbikiKaisbaKobeSeikoSho（JP〉，PateIlt

No∴5，882、609（19990316），Applic Date：l卵60306

EXHAUST G▲S CLEÅNER ÅND METIIOD FOR CLE▲NING

EXHÅUST GÅS Inventors：Miyadera，Tatsuo；Yosbida，Kiyohi血；

Saito、Mika；Irite．Naoko；Abe、Akira；Fu川yama，Masataka〈JP），

AssigIlee：Agency orImdustrialScience and
Techno10gy；Kabusbiki

Kaisha Riken（JP）．Patent No．：5，8S2，607（19990316），A押lic Date：

19970626

COMPOSITIONS AND METHODS FOR DEHYDRÅTING，

PASSIVATING AND SEÅLING SYSTEMS Inventors：Peterso爪，

William R．；Berman，ReneeB．；Giaccio，David，Phoe几ix（US），Assigmee：

Silico爪Resources．Inc（US），PatentNo∴5，882，543（19990316），A押1ic

Da【e：19970506

APPÅRATUS ÅND PROCESS FOR FLIJSIIING Å SIMUl一ÅTED

MOVING BED COMPRISING ÅT LEÅST TWO FLUID

DISTRIBUTIONLINES Inventors：Hotier，Gerard；Chopinet，France；

Jacob，Robert；Nativel，FrancisげR），Assignee：Institutf；ra爪Cais db

Petrole（FR），PatentNo∴5，g82，523（19990316），ApI）1icDate：19970730

CONVERSION OF FISIIER・TROPSC打WÅⅩES TO LUBRICANTS

BY COUNTERCURRENT PROCESSING Inventors：Wittenbrink，

RobertJ．；Davis，Stephen Mark；Iaccino，Larry L．（US），Assi印ee：

Exxon ResearchaIldEngi爪eerillgCompany（US）．PatentNo∴5，882，505

（19990316）．Åpplic Date：19970603
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GAS SOURCE ÅND DISPENSING SYSTEM WITIIIN SITU

MONITORING OF PR瓦SSUREÅND TEMPERÅTURE Inventors：

Tom，Glenn M．；McManus，James V．（US）．Assignee：Advanced

Tecbnolo各y MateTials，Imc（US〉，Pate爪t No∴5，8g2，384く19990316〉，

Applic Date：19970520

PRES5UR五SWING ADSORPTION PROCESS WITIl▲SINGLE

ADSORBENT芯ED IhVen10rSニSircar，Shivaji（US），Assi呈nee：Air

Products andChemicals，Inc（US），Pat¢nlNo∴5，名器2，3gO（19990316），

Applic Date：19971013

CLE▲NING PROCESS Inventors：Koek．Jean Hypolites〈NL），

Assiき払¢e二Lever Broth¢rS Company，Division ofConopco，ImcくUS），
Patent No∴5．882，355（19990316）．A押lic Date：19970407

R宅FRIGERÅTING DEVICB WIT払 COOLING UNIT WORKING

INT瓦RMITTENTLY Inventors：Ebbeson，Bengt（CH）．Assiきnee：

Electrolux Leisure Appliances AB（CH）．Patent No．：5．阜81，573

〈19990316〉，Applic Dat¢：19960405

FLEXIBLE POLYVINYL C‡ILORID瓦 ARTICLE ÅND METIlOD

OF MÅKING lれVe山orS：Horwege，KenTletb S．；ReⅥCk，DonTla L．；

VandePol，MarkE．（US）．Assignee：Maxxim Medical，Inc（US），Patent

No∴5，881，3阜6（1沖90316），Applic Date：19931223

C▲TALYST FOR USEIN TIIE DEHYDROGENATION ÅND

ISOMERIZÅTION OF PÅRAFFINS ÅND METHOD InveIltOrS：

de AgⅥde10，Maria Maきdalena；Romero，Trino；Guaregua，Jose；

Gonzalez，Marisela（VE），Åssignee：Intevep，S A（VE），Patent No．：

5．阜80，324（19990309），Applic Date：19980622

METIlODFOR PRODIJCING DIÅRYLMETHÅNE Inventors：Dohi，

Hideyuki；Hayashi．Syozo（JP），Assign¢e：Nippen Petroch¢micals

ComI）a爪y，Limited，くJP），Patent No∴5．880，322（19990309）．Applic

Dateこ19961216

PR瓦P▲RÅTION OFl，1・DIPnENYLETHÅNES InventorsこGehrer，

Eu呈eIl；Eller，Karsten；Effler，Gunlher（DE），Åssignee：BASF

AktienきeSe11sc血aft（DE），Paは爪t No．：5，島80，321（19990309），AI）Plic

Date：19970327

PHENYLPHOSPHONIC▲CID DERIVÅTIVE AND PRODUCTION

PROC五S5TIIEREFOR Inventors：Suzuki，Hideo；Nomura，Masafumi；

Tokuna£a，Kenichi；Hashiba．Isao（JP），Assignee：Nissa爪Chemical

Industries．Lld（JP），Pate山No∴5，880，309（19990309），Applic Date：

19980115

0PTICÅLLY ÅCTIV瓦 おIDENTÅT瓦 PHOSP刀INE LIGÅND

PÅLLÅDIUM COMPLEX Inventors：Shibasaki，Masakatsu；Sodeoka，

Mikiko；Ohrai，Kazuhiko（JP），Assignee：Nissa皿ChemicalIndustries．

Ltd（JP），Palent No∴5，880，301（19990309）．ApI）lic Date：19970916

STÅ耳ILIZED FILLEDrOLYOI－EFINS I爪VemtOrS：Todesco，Roberto

〈CH〉；Pauquet，Jean－Rocb〈DE）；Klingert，8ernd（DE〉，Assignee：Ciba

Specialty Chemicals Corporalion（US）．Patent No∴ 5，名80，186

〈柑990309〉，Applic Date：1卵70320

NICOTINE・FREE SMOKING MATERIAl一 Inventors：Keena爪，

Robert M・（US），Assignee：LecTec Corporation（US），Patent No∴

5，880，164（19990309），Applic Date：19961003

ÅNTIMICRO且ⅠÅL ÅGENT CONTÅINING ALLYLISOTHIO－

CYANATE AND METIIOD FOR CONTROLLING REL瓦ÅSE SP瓦ED

OF Al－LYLISOTIIIOCYANÅTE Inve爪tOrS：Fujita，Masao；Kamei，

Kiyoshi；Kawazu，Kiyoko；Mizukami，Yuichi；Sekiyama，Yasushi〈JP），

Assignee：RenきO Co Ltd；The Green Cross CorporationくJP〉，Patent

No∴5，880，150（19990309），Applic Date：19950710

CONCENTRATED £UILT LIQUIDDETERGENTSCONTAINING

Å DY瓦・TR▲NSFER INIIlネITING ÅDDITIVE Inventors：

Gopalkrishnan，Sridhar；Guiney．Kathleen M．（US），Patent No∴

5，B80，Oglく19990309）．Applic Dale：19970407

COMPOSITIONS COMPRISING GLYCÅCÅRおÅMATE ÅND

GLYCAUREA COMPOUNDS Imve几tOrS：Verm¢er，Robert（US），

Assignee：Lever Brothers Company．Division orConopco，Inc（US），

Patent No．：5，880，076（19990309〉．AI〉Plic Date：1卵70804

INK JET PRINTING PROCESS FOR DESENSITIZING

CAIBONLESS PÅPER Invemtors：Sa爪ders．DavidJ．；Winnik，

Francoise M．；Breton，MarcelP．〈CA），Assignee：Xerox Corporatiom

（US），Pate山No∴5．8暴0，062（19990309），Applic Date：19930616

RARB EART渋 SUPPORT宅D CÅTAl－YST US五官UL FOI

PREPÅRATION OF ▲LKANO1．AMINES AND PROCESS FO又

PREIIARING SAME Inventors：Moriya，Atusi；Tsuneki．Hideaki

〈JP），Assignee：Nippon SbokubaiCo Ltd（JP），Patent No∴5，8S仇058

（19990309），Applic Date：1996082阜

M瓦TIlOD OF PRODUCING 乙EOLIT且Y IT川em10TS：Rolaれd，

Eckeharl；Lutz．Wolrgang（DE），Assignee：DegussaAktieng¢Se11schart

くDE），Pate山No．：5，8阜0，053（19卵0309），Applic Date：19960826

NITRILE SELECTIVE ADSORBENT Inventors：Ramirez de

Agud¢10，Maria Magdalena；Guerra，Julia；GoIIZalez，Marisela（VE）．

Assi帥ee：Intevep．SÅ（VE），PalentNo∴5，暑80、052く19990309），Applic

Dat8：199名0615

REFORMING CÅTALYST SYSTEM WITlIDIFFE泳ENTIATED

ACID PROPERTIES Inventors：Chen，Qianjun；Bogdan，Paula L．

（US）．Assignee：UOP LLC（US），Patemt No∴5，880，051〈l粥90309）．

Åpplic Date：19961023

G又ÅNIJLÅR C瓦RÅMIC FOR WATER DEOXIDIZÅTION ÅND

METHOD OF PRODIJCING TIIE SAME Inventors：Sato，Kazuo；

Kikuchi，Kazutomo（JP），Assignee：Tohoku Ba几ki爪Toso Kogyo

KabushikiKaishaくJP），PatentNo∴5，880，048（19990309〉，ApplicDate：

19970922

GRÅNULÅR CER▲MIC FOR IMPROYING 且URNING

宜FFICIENCY OF HYDROCÅRネON OILS ÅND METIIOD OF

PRODUCING TI椎SAME Inventors：Sato，Kazuo（JP），Assignee：

Tohoku Banki皿Toso Kogyo KabushikiKaisha（JP），Patent No∴

5，阜SO，047（19990309），Applic Date：19970813

R瓦COM耳INANT正ⅩPRESSION OFÅGLUCOSE OXIDASE F又OM

ÅCLADOSPORIUM STRAIN Inventors：Cherry，JoelR．；Berka，

Randy M・；Halki¢r．Torben（DK），Assignee：Novo Nordisk A／S

（DK〉，Patent No．：5，阜79，921（19990309），Applic Dat¢：19961107

MULTトLÅYERED FILM Inventors：Tanaka，Kazunori；Tokuda，

Hiroshi〈JP），Assignee：Teijin Limited（JP〉，Pate爪t No．：5，879，813

（19990309），Applic Date：19960319

DESICCÅTION USINGI＞OLYME又・おOUND DESICCANT BEÅDS

Inventors：Chu，Jia－Ni；Pryor，James Neil；Welsh，Wi11iam AlaIl（US），

Assignee：W R Grace＆Co－Conn（US），Patent No．：5，879，764

（19990309），A押1ic Date：19961106

AMIIHOLYTE POLYMERS FOR USEIN PERSONÅL CÅRE

PRODUCTS Inventors二elby，Allan L．；LaMar，Richard；Vozza，

Nicholas F・；Ma払Gary F．（US），Assignee：Cal£On Corporation

（US）．Patemt No．：5，879，670（19990309），Applic Date：19り70331
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METnODS▲NIICOMPOSIT10NS FORIEDUCING BODY ODOR

Inv8ntOrS：Lucas，JulietMarie；Barto10，RobertGregory；Dodd，Michael

Thomas；Trinh，Toan；Buckner，Robi皿Yager；K如s，There＄a Mari¢．

（US）．Assign¢e：The Procter＆Gamble Company（US），Pat¢nt No．：

5，8乃，666（19990309），A押lic Dale：19971008

METHOD OF MÅⅩING MICROPOROUS NON・ヱEOLITIC

MOLECUL▲RS鵜VES Inventors：Miller．SteI〉henJ．；Wilso几，Charles

R．くUS）．Assignee：ChevromResearchandT¢Chmo10gyCompa几y（US），

PatenlNo∴5，879，655（1卵90309，Applic Dale：19921102

METlIOD FOR REMOVING NITROGEN OXID瓦SIN EXはAUST

G▲S耳Y SELECTIV瓦CAT▲LYTIC IEDUCTIONÅND C▲T▲LYST

FORREDUCTIONOFNIT10GENOXIDES Inventors：Park，Sang－

Eom；Kim，Gyumg－Mi；Lee．Yun－Jo；Chanき．Jomg－Sa爪；Han，Seong－

Hee（KR）．Assigmee：KoreaResearcbInstil山eOfChemicalTechno10gy

（KR）．Patent No∴5，S79．645〈19990309），AflPlic Date：1醐51103

ÅPP▲RÅTUS FOR 托YDkOLYZING CELLULOSIC MATERIÅL

Inventors：Titmas，Jamesん（US），Assign¢¢：Eau－VironIncorporated，

（US），Patent No∴5，879，637（19990309〉，Applic Date：1卵71015

GAS D瓦TECTION SYSTEM▲ND MET出OD InventorsこW¢WerS．

Fra爪kJ．；EuDaly，Kevin；EuDaly．Brian K．（US〉，Assignee：Man几ing

System．Inc（US），Pat¢nt No∴5，879．631（19990309〉，Applic Date：

19960430

COMPOSITION FOR USEIN REFRIG瓦RÅTION CYCLE ÅND

REFRIGERATINGÅPPÅRÅTUS ImveIltOrS：Ushimaru．Shigeo（JP〉．

Assi印ee：KabushikiKaisha Toshiba（JP）．Patent No∴5，名門．581

（19990309），Applic Date：19961219

ELECTROCIIEMICAL TREÅTMENT OF MÅTERI▲LS Inventors：

Khud¢nko，Boris Mikhailovich（US〉．Assignee：Mockba Corporation

（US）．Patent No．：5，879，555（19990309），Applic Date：19970221

PRECIOUS METALILICÅ．ÅLUMINÅ さÅSED CÅTÅLYST AND

HYDROISOMERISÅTION TR瓦▲TMENT PROCESS FOR托EÅVY

FEEDS Inventors：Mignard，Samuel；Marchal．Nathalie；Kasztelan，

Slavik；iきeard，Pierre－Henri；Bil10n，Alain（FR），Assiきnee：Ⅰ爪Stitut

Francais du PelrOle（FR）．PateIlt No∴5．879，539（19990309），Applic

Date：19960403

ZEOLIT瓦 L CÅTALYST IN CONVENTIONÅL FURNÅC瓦

Inventors：Haritatos，NicholasJ．叩S），Assi甚nee：Cbevron Chemical

Company（US），Pate山No∴5，879，538（19990309〉，Applic Date：

19971222

METIIOD ÅND APPÅRÅTUS FOR REDIJCING TIIE ACID

GÅS ÅND／ORINE且T PÅRTICULÅT瓦 CONTENT OF STE▲M

Inventors：Gall叩，DarrellL∴Powe11，Thomas S・（US），Assignee：

Uれio几OilCompa乃y Of Caiifo川ja叩S）．Pale8t No∴5．879．433

（19990309）．AI）Plic Date：19970731

PROCESS AND DEVICE FORSCRUBBING下－LOWS OF GÅSEOUS

EFFLUENTS LOÅDED WITII POLLUTING SIJ芯STANCES

Inventors：Morlec，Jean，；Bourcier，Jacques〈FR），Åssi£nee：Bourcier，

ねcques（FR），PatentNo．：5，879，432（19990309），ApplicDate：19970507

METIIOD FOR PRODUCING SIJPERHE▲VY OIL EMULSION

FUEL Inventors：Moriyama，Noboru；Hiraki，Akio；Ichinose，

Toshimitsu；Sakamoto，Koichi（JP〉．Assign¢e：Kao Corporation；

Mitsubis血iJukogyo KabushikiKaishaくJP）．Patent No・：5．879，419

（19990309），Applic Date：19971201

耳LE▲ClI▲DDITIVE▲NI〉BL瓦ÅClIING COMPOSITIONS H▲ⅤING

GLYCINE ▲NHYDRIDEÅCTIVATO且S Inve札tOrS：Kott，Kevin

L¢e；Will¢y，Al乱n DavidくUS〉，Åssign¢¢：Th¢Procler＆Gambl¢

Company叩S〉．Patent No．：5，879，409（19990309），Applic Dat¢：

19960223

DEHUMIDIFYING MECH▲NISM FOIAUTO▲IRCONDITIONEI

WITIIIMPROVED SP▲CE UTILIZATION AND THERM▲L

EFFICIENCY Inventors：Kadle，Prasad Shripad；Bhatti∴Mo血illd¢r

Si‡l帥くUS），Assignee：GeneralMotors Co叩OrationくUS），Patent

No∴5，87＄，590（19990309〉，Applic Dat¢：199gO225

ÅPP▲l▲TUS ▲ND PROCESS FOR SEP▲l▲TING 乱立▲CTION

EFFLUENTIN TlIE M▲NUF▲CTIJRE OF CUMENE I几Ve几tOrS：

Gimpel，Harold Edward；Wong，Eric Wi几g－Tak；Ghassemi，Kourosh

Faiz（US），Åssi印e¢：The M W Kel10ききCompamy〈US），Pat¢山No∴

5，877，384（l卵90302）．Åpplic Date：19960212

0LEFIN CONVERSION PROCESS INVOLVING COXE

SUPPRESSORIMPR五GN▲TED C▲TÅLYST I皿V¢几tOrS：Wu，A爪－

hsiang；Drake，Charlesん（US〉，Assign¢e：Phillip＄PetroleumCompany

（US），Patent No．：5，877，379（19990302）．A押lic Date：19960名19

LOW PRESSURE HYDROD瓦ÅLXY1．▲TION OF ETIIY1．耳ENZENE

ÅND XYLENEISOM瓦RIZ▲TION lnv¢n10r＄：Nacamuli，Gerald

J．；Vogel．RogerF．（US）Assignee：ClleVrOIICh¢mic且lCompany（US）．

Patent No∴5，877，374（19990302），Applic Dale：19970402

C．SU耳．S ALKYLAROMÅTIC HYDROC▲RさON PRODUCTION

USING REVERSIBLE FLOW 且E▲CTIVE CI‡ROM▲TOGR▲PエY

Inventors：Zinmen，HermanÅ．；McGon¢gal．Charl¢SP．（US），Åssignee：

UOP LLC（US），Patent No∴5，877，373〈19990302〉，Applic Date：

19970505

H瓦TEROGEN瓦OUS LEWIS▲CID・TYPE C▲T▲LYSTS I皿Ⅴ¢n10rS：

Chen，Fra几kJoung－Yei（US）；Cher孔血me．Herve（FR）；Stanat，Jon

Edm州d（US〉；Rissoan．Gerard（FR），AssigneeニExxoIIChemicalPatents

Inc（US），Patent No．：5，877，371〈19990302〉，Applic Date：19980625

METIlOI）FO又MINIMIZING DIÅ又YL▲LXANE FO又M▲TIONIN

ÅLKYl一▲TION OF AROMATICS BY OL瓦FINSさYヱEOLITE方正T▲

Inventors二Gajda，Gre多OryJ．（US），Åssignee：UOPLLC（US）．Patent

No．：5，名77，370（19990302），Applic Date：19970616

HYDROCÅR芯ON CONVERSION C▲TALYST COMPOSITION▲ND

PROCESSES T拉EREFOR▲ND THER瓦WIT杜 Ⅰ几VentOrS：Wu，Am－

hsiang；Drak¢，CharlesA．（US），Ås＄igne¢：Phi11ipsPelrOleumCompany

くUS），Palent No．：5，877，369〈19990302），Applic Date：l卵71023

MET出OD FOR PRODUCING ÅROMÅTICIIYDROCARBONS

Inventors：Kiyama，Kazuyoshi；Tsunoda，Takashi；Kawase，Masatsu卯

（JP），A55igれee：SanyoPetroc血emicalCoLtd（JP），Pat8山No∴5，877，368

（19990302），Applic Date：19961220

DEHYDROCYCl一Ⅰヱ▲TION PROCESS WITIIDOWNSTREAM

DIMETHYLおUTÅNE R五MOVÅL Inve皿tOrS：Witte，David H．（US），

Assignee：Chevron ChemicalCompa皿y叩S），Pate皿t No∴5，877，367

（19990302），Applic Date：19961217

PROCESS FOR T打E SIMULTÅNEOlrS SEL五CTIVE

HYDROGENÅTION OF DIOLEFINS ÅND NITRILES IN

MULTIPLE REÅCTORUNITS Inve山ors：Her爪andez，Zaida；Garcia．

Wolfgang；Ramirez de Agudelo（VE〉，Assign¢e：Ⅰ爪teVeP，SÅくVE），

Patent No∴5．877．364（1媚90302），Applic Date：19970別9
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MET打OD FOR PRODUCING DIPdENYLMETIIÅNE Inventors：

Dohi．Hideyuki；Sakamoto，Kazuo；Tayanagi，Tadashi（JP）．Assignee：

NipponPetrochemicalsCompany．Limited（JP），PatentNo∴5．S77，362

（19990302），Applic Date：19970909

PR瓦PAR▲T10N OFÅMINES F10M OLEFINS ON BORON・MCM・

220RERB．1ZEOLIT正S Inventors：E11¢r，Kar＄ten；Kummer，Rudolf

（DE〉，Assigne¢：BASFAktiengesellscbartくDE）．Pat¢ntNo∴5，877，352

（19990302〉，Applic Date：19971125

DIMERIC N．ÅLKYl。AMMONIUM ÅCETONITRILE耳LEACH

ÅCTIVÅTORS Inventors：Deline．James B．；K10tter．Kevin A．（US）．

Assi音nee：TheC10rOXCompany（US），PatentNo・：5，877，315（19990302），

Applic Date：19980413

TIIERMÅL INSIJLÅTING f■0ÅMED MÅTBRI▲L 扶AVING

CARBON「：DIOXIDE ÅDSORB五NTS AND METlIOD FOR

MÅNUFÅCTURING THE SÅME Imvemtors：Tsuda，Yoshiyuki；

Uekado，Kazutaka；Nakamoto，Hideo；Tenra．Tomohisa；Takushima，

Tsukasa〈JP）．Assignee：MatsushitaRefrigerationCoI叩amyくJP），Pate山

No∴5，877．226〈19990302〉，ApfIlic Date：19980428

INDOLE DERIV▲TIVES USEFUL TO TREÅT ESTROG宜N・

REL▲TED NEOPLÅSMS ÅND DISORDERS ImveIltOrS：Bito¶ti，

AlanJ．；McDonald，Ia几A．；Salituro．Framcesco G．；Whitten，Jerfrey

P．；Jarvi，Esa T．；Wright，PaulS．（US），Patent No∴ 5．877，202

（19990302）．Applic Date：19960131

DETEIGENTCOMPOSITIONS Inventors：Hardy，Frederi¢kEdward；

Imgra恥Barry Tbomas；Vermote，Christian Leo Marie（GBトPatent

No∴5，877，140（19990302），Applic Date：19970320

ENヱYMÅTICI〉ETERG瓦NTCOMrOSITIONS Inventors：Casteleijn，

Eric；Van Dijk，Willem R．；Klugkist．Jam；Van Wassenaar，Pieter

Dirk〈NL），Assi音nee：Lev¢rBrothersCompany，DivisionofConopco，

Inc（US）．Patent No．：5，877，139〈19粥0302），Applic Date：19961120

LOW FOÅMINGÅUTOMÅTIC DISIIWÅSIIING COMPOSITIONS

Inv印10rS：Scheper，Wi11iam Michael；Turn¢r，Laura Lee；Chatte巾ee，

Ⅹuntal（US），Assignee：Th¢Procter＆Gamble Company（US），

Patent No∴5，877，134（19990302〉，A押1ic Date：19961212

カIOCIIEMICÅL MEDIÅSYSTEM FOR REDUCING PO1．LUTION

InventorsこReddy，Malireddy S．；Reddy，Syama M．（US），Patent No・：

5，876．990（19990302〉，Applic Date：19961022

はUMIDITYRESISTÅNTCOMPOSITION I爪Ⅴ¢ntOrS：Perring，Keith

Douglas；Birch，RichardArlhur；Ness，JeremyNicholas（GB）．Assignee：

questInternationalBV（NL），PatemtNo∴5，876，755（19990302〉，Applic

Date：19960925

ÅNTIFUNGAL P打YI－LOSILICÅTE Inventors：OhIlO，YaslIharu；

Tanase，Manabu；Sugiura、Ko坤；Hirukawa，Tosirou；Katou、Hideki

〈JP），Assignee：ToagoseiCoLtdくJP），PatentNo．：5，876，738〈19990302），

A押1ic Date：19971024

ELECTROCfIEMICAl－LEÅCIlING OF SOIL InveIltOrS：Snyder，

Thomas S．；Keair爪S，Dale L．（US）．Åssiきnee：The Scientific Eco10gy

GroupInc（US），PatenlNo∴5，876，590（19990302），Applic Date：

19ウ61223

METIlOD ÅND ÅPPÅRATlTS FOR S正PÅRATING OIL FROM

WÅTERIN WÅSTEWATERCONT▲ININGÅN宜MIJLSIFIED OIL

Inven10rS：Su，Qingquan；Sato，Hiroaki；Noda，Micbihiro（JP），Assi宮nee：

Ebara Corporation（JP〉，Patent No∴5，876，589（19990302），Applic

Date二19961213

GAS SENSOR Inventors：Yamauchi．Shiro；Minagawa，Tadao；

Higashinak昭aWa．Satoshi；Maekawa，Hiroshi；Kamei，Mitsuhito；

Nishida．Chieko；Okabe，Shigemitsu；Ohno，TakahiroくJP），Assignee：

MitsubishiDenkiKabushikiKaisha（JP）、Patent No∴ 5，876，578

く19990302）．Applic Date：19970708

GERM．1EMOVING FILTER ▲ND APP▲RÅTIJS FOR MÅIN・

T▲INING 5TERIL五 ROOM UNDER STERILE CONDITION

Inventors：Kunisaki，Shinichi；Saeki－Takeshi；Fujiwara．Goro；Masuda，

Mitsunobu；Morimo札Takeshi（JP），Assignee：S11ntOryLimiled；Takuma

CoLtd（JP），PatentNo∴5，876，489（19990302），A押1icDate：19960305

REGENERA芯LE SOLIDÅMINE SORおENT Imvem10rS：Birbara，

PhilipJ．；Filburn，Thomas P．；Nalette．Timothy A．（US），As5igmee：

United Technologies Corporatio爪（US），Patent No∴ 5，876，488

（19990302），Applic Date：19961022

METfIOD ÅNI〉 APPARATUS FOR REMOVING CÅR耳ON

DIOXIDE Inventors：Sleinwandel，Juergem；Jehle，Walter；Waきner，

Burkhard；Slameff，Tbeodor〈DE），Assignee：Dorni¢r GmbH（DE），

PalenlNo∴5，876．486（19990302），Applic Date：19960909

METIlOD FOR SYNTIIESIヱING POLl。UCITE FROM CIlÅBÅZITE

ÅND CESIUM CHLORIDE InvelltOrSニ Pereira，Candido（US），

Assign¢e：The United States of America as represented bylhe

United States D8Partment Of Emerきy（US），Patent No．：5，875，407

〈1卵90223），A押lic Date：19970Sll

HYDROCÅRBON TREÅTMENT InveれtOrS：Verrelst，Wim Herman；

Martens，LucRogerMarc；Malhys，GeorgesMarieKarel（BE），Assignee：

Exxon ChemicalPatentsInc（US），Patent No∴5．874、661（19ウ90223），

Åpplic Date：19960503

PROCESS FOR THE PREI＞ÅRÅTION OF P・芯ROMOTOLUENE

I爪VentOrS：Lusson．Christof〉he－HenriPie汀e（FR），Assignee：Albemarle

Corporation（US），Patent No．：5，874，659（19990223），Applic Date：

199阜0513

BENZENE打YDROXYLÅTION CÅTÅLYST STÅBILITYおY▲CID

TREATM瓦NT Inventors：McGhee．William D．；Notte，Patrick P．

臥（US），Assignee：SolutiaInc（US），PatentNo．：5，874．647（19990223），

Applic Date：19960820

PREPÅRATION OF PHENOI－ OR PHENOl－ DERIVATIV瓦S

Inventors：Ebner、Je汀y R．；Felthouse，Timothy R．；Fentress，Denton

C．（US）．Assignee：Sol山iaInc（US），PatentNo．：5，874，646（19990223），

Applic Date：19960807

M五TÅL．LIGAND COMPLEX CÅTÅLYZED PROCESSES

Inventors：Bryamt，David Roberl；Leung，Tak Wai；Billig．Ernst；

Eisenschmid、Thomas Carl；NicboIsoTl，James Clair；Briggs．John

Robert；Packett，Dia几e Lee；Maher，John Michael（US），Assignee：

Union Carbide Chemicals＆Plastics Techno10gy Corporation（US〉．

Patent No∴5，874，640（19990223〉，Applic Date：19970311

METÅL．LIGÅND COMPLEX CÅTÅLYZ五D PROCESSES

Inventors：NichoIson．James Clair；Bryant，David Robert；Nelso爪，

James Russell；Briggs，Jobn Robert；Packett，Diane Lee；Maher，

John Michael（US），Assignee：Union Carbide Cbelnicals＆Plastics

Tec上川010gy Corporation（US），Palent No．：5，874，639（19990223），

Applic Date：19970311

技YDROGENATION OF ÅN ÅROMATIC COMPOUNDIN THE

PRESENCE OF Å SUPPORTED CATALYST Inventors：

Breitscheidel，Boris；Ruhl，Thomas；Flick、KlemeIIS；Henkelmann，

Jochem；Henne，Andreas；Lebkucher，Rolf（DE），Assiきnee：BASF

Aktie几geSellschaft（DE）、Patent No∴ 5，874，622（19990223），Apf山c

Date：19971209
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PREPAR▲TION OF AMINES FROM OL瓦FINS OVER NU・S5

ヱEOLrrES InYentOrS：Eller，Karsten；Kummer．Rudolf；Dernbach，

Matthias；LutzれHans－Jurgem〈DE），Åssignee：BASFAktiengesellschart

〈DE〉．Patent No∴5，874，621（19990223），Åpplic Date：19980212

PROCESS FOR PREPÅRING ÅROMÅTIC CARBONIC ESTER

Inventors：Yoshida，Hiroshi；Tsuneki、Hideaki；Moriya，Atusi；

Wakayama，Hiroki；Watanabe．Ke山chi；Onda，Yoshiyuki（JP〉，Åssi印ee：

Nippon ShokubaiCo Ltd（JP），Patent No∴5，874，605（19990223），

Applic Date：19980203

TITANOSILICATE CÅTÅLYST PÅRTICLE Inventors：Onozawa，

Takashi；Kondo，Osamu（JP），Assigmee：MitsubishiGas Chemical

Company，Inc（JP〉，Patent No∴5，874．596（19990223）．Applic Date：

19970627

P出OSIIHITES，PROCESS FOR PROI〉UCING TI柑MÅND THEIR

USE Inventors：Inui、Naoki；Kikuchi．Taketoshi；Fukuda，Kanako；

Sanada，Takashi（JP〉，Assignee：SumitomoChemicalCompany，Limit¢d

（JP〉．Palent No∴5．874．494（19990223），Applic Date：19970826

GRÅNULÅR DETERGENT BUILDER lnventorsこ Schimmel．

Gunther；Tapper，Alexa爪der；Thewes．Volker（DE），Assignee：Hoechst

AktienきeSe11；Charl（DE），Patent No．：5，874．沖7（19990223〉，Applic

Date：19960109

LIGlIT DUTY LIQUID CLE▲NING COMI■OSITIONS

CONTÅINING A MONOÅLKYL PHOSPHÅTE ESTER Inventorsこ

Thomas，Barbara；Gomes，Gilbert〈US〉Assignee：Colgale Palmolive

Company（US），Patent No∴5，874，394（19990223），Applic Date：

19970502

HETEROGENEOUS LEWIS▲CID・TYPE CÅTALYSTS lnve几tOrSこ

Chen，FrankJollng－Yei（US）；Cheradame，Herve（FR〉；Stanat，Jon

Edmond（US）；Rissoan，Gerard（FR〉．Assignee：ExxonChemicalPatents

Inc（US〉，PatentNo．：5，874．380（19990223），ApplicDate：1卵7042阜

丑ÅRRIER WEBSIlÅⅤING BIOÅCTIV瓦SURFÅCES Inventors：

Caldwell，J．Michael（US），Assignee：NexleC Applications、Inc（US）．

Patent No∴5，874．164〈199ウ0223），Applic Date：19950607

ZEOLITE．COATÅ且LE M瓦TALLIC FOIL PROCESS FOR

PRODUCING TIIE METÅLLIC FOll一 Inventors：Bode，Hans；

Pusch，Henry 〈DE），Assignee：Emitec Gesellschart fuer

Emissionstech爪O10gie mbH（DE），Palent No．：5，874，153（19990223），

Applic Date：l舛60805

METI‡ODS FOR CONTROLLING ENVIRONMENTÅL ODORS ON

TIIE 芯ODY InveIltOrS：Lucas、Juliet Marie；Dodd，Michael

Thomas；Bartolo．RobertGregory；Trinh，Toan；Buckner、Robi爪Yager；

Kajs、TheresaMarie（US），Assignee：TheProcter＆GambleCompany

（U5），Patent No∴5，874，067（19990223）．Åppiic Date：19971015

MET技OD
′．ND

APPÅRÅTUS FOR SELECTIVE CÅTÅLYTIC

OXIDATIOトOFCÅRおON MONOXIDE Inve爪tOrS：Heil，Dietmar；

Strobel，Barbara；Wiesheu，Norbert；Megede，D¢tler zur；Be爪Z．Uwe

（DE）．Assignee：Daimler－BenzÅG（DE）．Patent No∴ 5，874，051

（19990223），Applic Date：19951201

MULTILÅYERPRINT瓦D CIRCUIT BOÅRD WITH EPOXY RESIN

ÅND CÅRBOXYLÅT瓦D RUB芯ERÅSÅDIIESIVE Inventors：Ⅰ爪ada、

Teiichi；Tsuru，Yoshiyuki；Takanezawa，Shin（JPl、Assiきnee：

HitachiChemicalCompany、Ltd（JP）．PatentNo・：5，874、009（19990223），

Appiic Date二19950814

PURIFICATION OF ANINERT FLUIDIN TI引E LIQUIDST▲T瓦

WITIIR宜SP瓦CT TOIIユÅND／OR CO InventorsこGary，Daniel

（FR），Assignee：L－Air Liquide．SocieteÅnonyme pourl●Etude et

1－Exp10itatio爪desProcedesGeorgesClaud¢〈FR），PatentNo∴5，874．007

（19卵0223）．Applic Date：19970912

PROCESS FOR AROMÅTIZÅT10N OFÅCRÅCK瓦D G▲SOLINE

FEEDSTOCK USING Å CÅTALYST CONTÅINING ▲N ÅCID

LEÅCHED ZEOLITE ▲ND TIN Inventors：Drake，Charles A．；

Wu．An－hsiang（US）．Åssignee：Pbi11iI）S Petroleum Compamy（US），

Patent No∴5，＆73．994（19990223），Applic Dale：19970715

PROCESS FOR MÅKING ▲N ÅBSOR芯ENT COMPOSITE W五♯

Ⅰ几VentOrS：Trombetta，Liberatore九；Darby，DenIlisÅ．（IT〉，Assign¢e：

The Procter＆ Gamble Company くUS），PatenlNo∴ 5，島73．963

（19990223），A押1ic Date：19970602

ELECTROLYTIC MEMBR▲N瓦▲ND PROCESS FORITS P打OTO・

CROSSLINKING ON ▲ CATlIODIC MEMBRANE Inv¢mtOrS：

Andrei，Maria；Capuano，Federico；SopraれMassimo（IT）．Assi印ee：

Eniricherche S p A；OlivettiPersonalComputers S p A（IT）．Patent

No∴5，873，915（19990223），Applic Date：19970926

ÅPPÅRATUS FOR PURIFYING EXH▲UST GÅS I爪VeIltOrS：

Morishima，Shingo；Yamada，Jun；Kanehara，Kenji；Yoshinaga，Tohru

（JP），Assignee：Nippon SokenInc（JP〉，Patent No∴5．873．242

（19990223）．Applic Date：19970925

APPÅRATUS AND MET出OD FORINERTING ÅND VENTING

TnE CONTÅINMENTÅTMOSPHEREIN A NUCLEAR POWER

STÅTION Inven10rS：Eckardt．Bernd〈DE〉．Assi印ee：Siemens

Aktiengese11schart（DE），Patent No．：5．阜72，S25（19990216〉，Åpplic

Date：19980302

0VERBÅSED PVC STÅ芯ILIZER Inventors：Bri11iant．Sluart D．；

Bae，KookJin（US），Assignee：Witco CorporationくUS），Patent No∴

5．872，166（1卵90216〉．Åpplic Date：19950620

COMPOSITIONS COMPRISING GLYCO5YLAMIDE SUR・

FÅCTÅNTS I刀VentOrS：Au，Va耶Haric血iaa，8ijan；Hung，All仙ony；

Vermeer，Robert（US〉，Assignee：Lever Brothers Company，Division

OfConopco、Inc〈US〉，PalentNo．：5，872，111（19990216），ApplicDate：

19970519

DETERGENT COMPOSTION Inventors：Comvents，Daniel（BE）；

van Drunen、RudolfWi11em PieterくNL〉；Koek，Jean Hypolites（NL），

Assignee：Lever Brothers Compa几y，Divisio爪OfConopco，Inc（US〉，

Palent No∴5，872，093（199ウ0216），Appli¢Date：19961212

CLEÅNING COMI10SITIONS CONTÅINING PLANTCELL WALL

DEGRÅDING ENZYMES ÅND THEIR US瓦IN CLEÅNING

MET打ODS Inventors：Cuperus，Rつelck A．；Herweijer，Marきareta

A．；Van Ooijen，AlbertJ．J．；Van Schouwen，DickJ．（NL），Assig爪ee：

GemeIICOrInternationalInc（US〉，Patent No∴5，872，091〈19卵0216），

Applic Date：19970130

CATÅLYST FOR OXIDÅTION OF HYDROGEN，METIIOD FOR

SELECTIVE OXIDÅTION OF HYDROGEN，ÅND METHOD FOR

DEHYDROGENÅTION OF HYDROCÅR丑ON Inve皿tOrS：IwakⅥra，

Tomoatsu；Takiguchi，Makoto（JP），Assig几eeニMitsubishiChemical

Corporalion（JP）．Patent No∴5，872，075（19990216）．Åpplic Date：

19970811

CATALYTIC COMI■OSITIONSÅNDÅD濫ODORIZING MET‡IOD

USING THE SÅME Inventors：Mouri，Motoya；Koyol1．Hiroyuki；

Takeuchi，Tatsuro（JP），Assignee：Takeda ChemcialIndustries，Ltd

（JP）、PatelltNo∴5，872、072（19990216），Applic Date：19951214
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SILANE・TREÅTED CLÅYIIRODIJCTION M瓦TIIOI〉，SILAN瓦・

TREÅTED Cl。ÅY ÅND COMPOSITION CONT▲INING SAME

Inv¢ntOrS：Freeman．GaryM．（US）；Marshall，Jr．CarlJ．〈US）；Lackey，

Wall¢T O．〈US）；011iヱaW孔，Masao（JP），Assi阜nee：JM Huber

Corporation（US）；Sanyo Tradin基Company，Lld（JP）．PatenlNo．：

5，871，S46（19990216），Applic Date：19970328

M宜T▲LLIZED TEXTILE Inv¢ntOrS：Tal．Meirav（IL）．Assiき叩ee：

MTC Ltd〈IL〉．Patent No∴5，871，816（19990216）．A押1ic Dat8：

19960809

PROC且SS FOR PRODUCING CIILORINE Invemtors：Hibi，Takuo；

Nishida，Hirosbi；Abekawa，Hiroak＝JP），Assignee：Sumi10mOChemical

Co叫）any，Limited〈JP），Patent No∴ 5，871，707（19卵0216），Applic

Dale：19960517

SUPPORTED ZEOLITE MEM芯RÅNES WITIICONTROl。LED

CRYSTAL WIDTH AND PREFERRED ORIENTÅTION GROWN

ON▲GROWT‡IENIlÅNCING LÅYER Inventors：Lai，Wenyih

Frank（US）；DeckmaIl．HarryWilliam（US）；McHenry，JamesAl¢Xander

〈US）；Verduijn，Johannes Petrus（BE），Assignee：Exxom Research

and E叩ineeri爪g Company（US）．Patent No．：5，871．650（19990216）．

Applic Dat¢：19940708

rOROUS ÅMO且PHOUS SILICÅ・ÅLUMINA REF又ACTORY

OXIDES，THEIR PREPÅRÅTIONÅND USEÅS S瓦PÅRÅTION

MEMネRANES I爪VentOrS：Jon¢S，SteI〉henDavid，；Pritchard、Timothy

Neil（GB），Assignee：British Gas pIc（GB），Patent No∴5，871，646

く19990216），ApがicDate：19970718

HYDROPROC五SSING OF PETROLEIJM FRÅCTIONS WIT打 Å

DUÅL CATÅLYST SYSTEM InvelltOrS：GlI印a，Ramesh；Ellis，

Edward S．；Lewis，William ErIleSt（US）．Assigmee：Exxon Research

and Enきineering Company（US），Patent No∴5，871，635（19沖0216）．

A押lic Date：19961203

VÅCUUM什RESSURE SWING ÅDSORPTION くVPSÅ）FOR

PRODIJCTION OF AN OXYGEN ENRICnED GÅS Inventors：

LeaYitt，FrederickWells〈US），Assignee：PraxairTechnology．Inc〈US），

Patent No．：5．871，565（19990216〉，Applic Date：19970115

CII▲RGING ÅPP▲RATIJS FOR PhOTOCONDUCTO泳 WITIl

OZONEÅDSORPTION FEÅTURES Imventors：Nagame，Hiroshi；

Kojima，Narihito；Ikuno．Hiroshi〈JP），Assignee：RicohCompany，Ltd

〈US），Pate山No．：5，870，657（19990209），A押1ic Date：19970505

METIIOD OF PRODUCING AN ESTER COMPOUND Inve爪tO柑：

Nishihira，Keigo；Tamaka．Sh叫i；Nishida，Yuki；MaIlada．Noriaki；

Kurafuji，Toshio；Murakami，Masato（JP）．Assignee：UbeIndustries，

Ltd（JP），Patent No．：5，869，72ウ〈19990209），ApI）1ic Date：柑960627

EPOXIDÅTION PROCESS USING A SYNTIIETIC CRYSTÅLLINE

M▲TERIÅL OXIDES OF SILICONÅND TITÅNIUM lnY¢ntO柑：

Dartl，Christopber B．；Davis，Mark E．（US），Åssigllee：Caliror爪ia

InstituteofTechnoIogy（US），PatentNo∴5，869，706〈19990209），Applic

Dat¢：19960306

ÅNTICONVULSIVE トÅR〈ÅLK）YLIMIDÅZOLIN・2・ONESÅND

PROCESS FOR MÅⅩING InYe皿tOrS：La爪kau，HaIIS－Joachim；Menzer．

Manfred；Unverferth，

Harry（DE），Assignee：

Pate皿t No．：5，869，4SI

LIPÅSE VARIÅNTS

Klal柑；Gewald，Karl；Scharer，deceased，

Arzneitmitlelwerk Dresden G m b H 〈DE），

（19990209），Apf舶c Date：19980609

Inventors：SvendseIl，Allan；Patkar，Shamkant

Anant； Gormsen，Erik；Okkels，Jens Si£urd；Thellerse爪，Marianne

くDK），Assi印e¢：NoYO Nordisk A／S（DK），Pate爪t No．：5，869．43S

〈19990209），Applic Date：19950607

PYRIDONE＄Ul。FONYLUR五A COMPOIJNDS，PROCESS FOR

TlI瓦IR PRODUCTIONÅND HERBICIDES CONTÅINING TIIEM

Inventors：Morishima，Yasuo；Murai，Shigeo；Aoyama，YoshiyⅥki；

Sasaki，hiroshi；Kikugawa、Hiroshi；Nagayama，Soichiro；

Mitani，Makiko（JP〉，Åssigmee：IshiharaSangyoKaishaLtdくJP），Patent

No∴5．S69，42R〈19990209），Applic Date：l卵60304

PROCESS FOR PREP▲RING METALLOCENE CÅTALYST FOR

POLYO1．EFIN POLYMERIZATION Inventors：Woo．Seong一丁hl；

Ko．Young－Soo（KR）．Assi阜nee：Kor¢aAdvancedI力StituteofScience

andTechnolo呈y（KR）．PatentNo∴5，869．417〈1舛90209），ÅpplicDate：

19960903

ELECTRODEINCLlTDING ORGÅNIC DISULFIDE COMPOUND

ÅND METIlODOF P甘ODUCING TIIESÅME I爪Ve爪tOrS：Sotomura，

TadashiくJP〉．Assi印ee：MatsⅦShita ElectricI札血sITialCQ Ltd（JP）．

Patent No∴5，869，206（1閑90209），Applic Date：19970318

INTERNALLY・COÅTED POROUS WEおS WIT打 CONTROLLED

POSITIONING OF MODIFI正RS T打EREIN Invemtors：Caldwe11，

J．Michael（US〉．Assignee：Nextec Applications，Inc（US）．PatentNo∴

5，869，172（19990209），Applic Date：19950517

RAR瓦 五人RT打・ZSM・5／ZSM・11COCRYST▲L1．INE ヱEOLIT瓦

Inventors：Wa叩，Oingxia；Zhang，Shurong；Cai，Guangyu；Li．

Feng；Ⅹu．Longya；Huang，ZuxiaIl；Li、Yuying，（CN）．Assignee：China

Petro・ChemicalCo叩OralioIlくCN），Patent No∴5，869．021（19990209），

Åpplic Date：19951219

PROCESS AND CATÅLYST FOR REDUCING NOxIN EXHAIJST

COMBUSTION GÅS宜S Inventors：Tabata，Takeshi〈JP〉；Kokitsu，

Mikako〈JP〉；Okada，Osamu（JP〉；Bellussi，Giuseppe〈IT）；Sabatino，

Lui筈imaMariaF10ra（IT），Assignee：OsakaGasCompanyLimited（JP），

Patent No∴5，869，013（19990209），Applic Date：19970930

ANALYZER SYST瓦M FOR STRIrP▲芯LE HYDROC▲R耳ON 〈〉N

FCC CÅTALYST Inven10rS：Glass，Jr．James P．；Swa爪，Geor筈e A．

（US），Assignee：Exxon Research
amd Engineering Compamy（US），

Patent No∴5，868，922〈19990209），Applic Date：19961220

SINGLE STÅGE，STÅCKED且ED fIYDROTREATING PROCESS

UTILIZING A NO芯LE MET▲L CATÅLYSTIN THEIJPSTR正人M

BED Inven10rS：Barre．Guy（FR）；VaれDen Berg，Johannes Petrus

〈NL）；Grandvallet，Pierre（FR）．Assigne¢：Shel10ilCompany（US），

Pate山No．：5，甚68，921く19990209），AI）Plic Date：19970731

ÅDSOR五ENT FORÅIR S玉PAR▲TION，PRODUCTION METIIOD

TIIEREOF，ÅND ÅIR・SEPÅRÅTION METIlOD USINGIT

Inventors：Ogawa，Nobuhiro；Hirano，Shigeru；Itabashi，Keiji，

Yama印Chi（JP），Assi基nee：Tosoh Corporation（JP），Patent No∴

5，86＆，81S（19990209），Applic Date：19970529

PRESSIJRE－EQIJA1．IZING CÅP Invemtors：Lin．Szu－Mi爪；Jacobs，

PaulTay10r，；Hui，HenryKa－Wab；Feldma几，LesAuthur（US），Assigme¢：

Ethicon，Inc（US）．Patent No∴5，868．667く19990209），Applic Date：

19980327

AGRICULTURÅL WÅTER R宜TENTION ÅND FLOW

ENIIÅNCEMENTMIXTIJ又E Inventors：Salestrom，Ronald D．（US）

，Patent
No∴5，868，087（19990209），Applic Date：19970721

SYSTEM FOR REDUCING EMISSIONS IN CÅTÅLYTIC

CONVERTER EXHÅUST SYSTEMS Inventors：Temgblad，Roger；

Jobson，Edward；LuIldgren．Staffan；Hanssoll；Wirmark，Goran（SE），

Patent No∴5．867、982（19990209），Applic Date：19950602
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CATÅLYTIC DEI‡YDROISOMERIZATION OF C4．C5 N．

P▲R▲FFINS Inventors：Didillion，Blaise；Traver＄，ChristiIle；

Burzynski，Jea爪－Pierre（FR），Assigne¢：Instil山Francais du Petrole

（FR）、Palent No∴5．866，746〈19990202）．Applic Date：19961010

PROCESS FOR CONVERTING Å C9 十 HYDROCAR芯ON TO A

C6TO CさÅROMÅTIC USINGÅSTEÅM瓦D，ÅCID・LEÅCII瓦D，

IMPREGNÅTED ZEOLITE Inventors：Wu，An－hsiang；Drake，

Charles A．（US），Assign¢e：P血iilips Petro王eum Company（US），

Patent No．：5，866，744〈19990202），Applic Date：19970130

TRÅNSALKYLÅTION／HYDRODEÅLKYLÅTION OF C9 ＋

AROMÅTIC COMPOUNI）S WIT打Å ZEOLITE I几Ⅴ¢ntOrS：Wu，

A几一hsianき；Melton，RalphJ．；Drake，CharlesA．（US），Assignee：Phillips

Petroleum ComI）anyくUS）、Patent No．：5，866，742（19990202〉．Applic

Date：19970804

TR▲NSALKYLATION作lYDRODEALKYLÅTION OF Å C，＋

▲ROMÅTIC COMPOUNDS WITlIÅ ZEOLITE Inventors：Wu．

An－bsiang；Drake，Cha山es A．（US〉，Assignee：Phillips Petroleum

Company（US），Patent No∴ 5，866．741（19990202），Applic Date：

19970723

PRODUCTION OF PÅRÅ．XYLENE FROMÅN EFFLUENT FROM

PARASEL五CTIVE TOl－UENE DISI■ROPORTION▲TION USINGÅ

CRYSTÅLLIZATION PROCESS COMBINED WIT11SIMIJLÅTED

MOVING心ED ADSORPTION Inventors：Mikitenko，Paul；Hotier，

Gerard Paul（FR），Assignee：Inslitut Francais du Petrole（FR），

PatenlNo∴5，866，740（19990202），Applic Date：19ウ60927

PROC瓦SS FOR THEALKYLÅTION OFÅROMÅTIC COMPOUNDS

InveIl10rS：Bencini，Elena；Goffredi，Gino；Andreoli，Eugenio（1T），

Assignee：Enichem S p A（IT〉．Patent No∴5，866，738（19990202），

Applic Date：19970825

PROCESS FOR TIIE PRODUCTION OF ÅLKYL おENZEN瓦

Inventors：Che一丁，Jamin（US），Assignee：Catalytic Distillation

Techno10gies（US），Patent No∴5，866、736（19990202），Applic Dateニ

19971014

PREPÅRATION OF DIARYLETIlÅNES Inventors：Gehrer，Eugen；

Massonne，Klemens； Harder，Wolrgang（DE），As＄igmee：BASF

Aktiengesellschart（DE），PatenlNo．：5、島66，733（19990202）、Applic

Date：19960712

ESTER PREPÅRATION Inventors：Szady、MichaelJ．；Soltani－

Ahmadi，Ahmad叩S），Assignee：Arco ChemicalTechno10gy，L P

（US），Paleれt No∴5．866，714（19990202），Applic Date：19970930

Å芯SORBENT ÅND METHOD FOR PRODUCTION OF

ÅBSORBENT RESIN InventorsニKajikawa．Kats血iro；Nagasuna，

Ⅹi乃ya；Masuda，Yos血ihiko（JP），Assig力ee：NippoれShokubaiCo Ltd

（JP〉．Patent No∴5，866，678（19990202），Applic Date：19970220

PROCESS FOR PREPÅRING POLY（ⅤINYL ÅCETÅLS）ÅND

POLY（ⅤINYL XETÅLS）Ⅰ力VeれtOrS二Fuss，Robert W．；Gutweiler，

Matthias；Baumgartner，Martin（DE），Assi印ee：Clariant GmbH

〈DE），Patent No．：5，866，654（19990202），Applic Date：19970502

POl′YIIYDROXYCARお0ⅩYLICÅCID COMPOSITION D】王RIVED

FROM MÅLTODEXTRINS恭Y OXIDÅTION WITfIÅN OXYGEN

CONTAININGOXIDÅNT Inventors：Beck，RolandHerwigFrieむich；

Lemmems，Hilde OdileJozerine（BE）．AssiきneeこCerestar Holding B

V（NL）、Pate爪tⅣ0∴5、き66，533（i9990202），Applic Date：19960711

PROC五55 FOR T打E PRO王〉UCTION OF DETERGENT O又

CLE▲NING TÅ払LETS Inventors：Assmann，Georg；Kruse，Hans－

Friedrich；Jacobs，Jochem；Bau¢r，Volker；Vogt，Guenther；Wilsberg，

Hei皿Z－Manfred； Witt． Sandra （DE）， Assi印ee： Henkel

Kommandilgese11schart
aur Aktien（DE〉．Patent No∴5，866．531

（19990202〉，Applic Date：19970326

ENZYME PREPÅR▲TION COMPRISING▲MODIFIED ENヱYME

Inventors：01sen，Arne Ageriin；Svendsen，Allan；Borc血．Kim；Lumd，

Henrik；Thellersen，Marianne； Rosholm，Peter；Munk，

Ni¢ls（DK），Assi卯ee：Novo NordiskA／S（DK）．PateIltNo．：5，866，526

（19990202〉，Applic Date：19960502

LAUNDRY DETERG瓦NT COMPOSITIONS CONTAINING LIPASE

ÅND SOIL RELEAS瓦POLYMER Inventors：Beagle，Charles

Andrew；Scherr，Elliot Michael；Taha．Riad Ahned；Knorr，Joseph

Robert（US〉，Assi卯e¢：Colgate－PalmoliveCompanyくUS），PatentNo∴

5，866，525（19990202），Applic Date：19960606

FOÅMED CLEÅNING COMPOSITIONS ÅND M瓦TIIOD OF

TREÅTING TEXTILE FÅBRICS Inventors：Wevers，Jean（BE），

Assignee：Procter＆Gamble Company（US），Patent No．：5，866，524

（19990202）．Åpplic Date：19960927

PESTICIDÅL COMPOSIT10N TO NOXIOUS ORGANISMS

Inventors：Sugisawa，Kunio；Togami，Yasuo；Shouko．Toshikatsu（JP〉，

Assi阜nee：NippollPelrOChemicals Compa几y，Limited〈JP），Patent

No・：5，866，514（l舛90202），Apf〉lic Date：19960710

COMPOSITE CATÅLYSTS FOR BYDROCÅR芯ON OXIDÅTION

lnventors：Chattha．MohinderS．；Subramanian，Somasundaram；Watkins，

Wi11iam L．H．（US〉．Assignee：Ford GlobalTechT1010gies，Inc（US〉，

PatenlNo∴5，866，498（19990202）．Åpplic Date：1992092怠

CR▲CKING CAT▲LYST AND PROCESS FOR PR瓦PÅRING SAME

Inventors：Albers、Edwin W．；Burkhead．JL Harry W．；Shi，Joseph

C・S．（US）、Assignee：Thiele Kaolin Compamy（US），Patent No∴

5、866，496（19990202），Applic Date：19970127

METHOD OF REGEN瓦RATING DE▲CTIVÅTED CÅTALYSTS

lnventors：Fun甚、Shun C．；Tauster，SamuelJ．；Koo，Jay Y．（US）．

Assiさ叩ee：Exxon Research＆Eれgineering Company（US〉，Pal¢nl

No．：5，866．495（19990202），Applic Date：19950606

CONTAINERS FOR SO1．1D GRÅNULÅR MATERIÅLS

MÅNUFÅCTURE THER瓦OF ÅND USE FOR CÅTÅLYST

PURPOSES AND ADSORPT10N IれVe几10rS：Benzaria．Jacques

Raphael（FR），PatentNo∴5，866，388（19990202）、Applic Date：19920709

ZSMlヱ2ZEOLITE InvelltOrS：Verduijn，Johannes Petrus；MarteIIS，

Luc Ro呈er Marc〈BE），Assi帥ee：Exxon ChemicalPatents，Inc（US），

PalenlNo∴5．866．096（19ウ90202），Applic Date：19941209

METhOD FOR PRESERVINGÅDIIESIVE TÅPE▲ND MET技OD

FOR PRESERVING ÅRTICLEIJSING THE SÅME Inv¢ntOrS：

WataIlabe，Hideaki；Wata爪abe，Takayuki；Takeuchi，Teruo；Baba，Junko

（JP），Assignee：MitsubishiGas ChemicalCompa爪y，Inc（JP）．Patemt

No∴5，866，070（19990202）Applic Dale：19960206

ÅPPAR▲TIJS FOR DEGR▲DING POLLUTÅNT，PROCESS FOR

PURIFYING CONTÅMINATED MEDIUM ÅND PROCESS FOR

DEGRÅDING POLLUTANT Inve爪tOrS：Okubo，Yukitoshi；Komatsu，

Toslliyuki；Tanaka，Kazumi；Sakuranaga，Masanori；Kawabata．Yuji

くJP〉，Assi卵ee：Ca乃0！IXabu5hikiXajsba（JP）、Patent No∴5，阜66，003

（19990202），Applic Date：19970410
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HYDROCÅR芯ON UPGRADING P耽OCESS Inventors：Collins．Nick

A．；Dura爪d，PaulP．；Hilbert，Timothy L．；Teitman，GeraldJ．；Trewella．

Jeffrey C．（US）．A5Siきnee：MobilOilCorporation（US〉，Patellt No．：

5，亀65，9各8＝9990202〉，Applic Dateこ199705ヱ3

BENZENE CONVERSION IN ÅN IMPROVED GÅSO1．INE

UPGRADING PROC瓦S5Inventors：Borghard．William S．；Collins，

Nick A．；Durand．PaulP．；Hilbert，Timothy L．；Trewella，Jerfrey C．

（US），Patent No∴5，865，987（19990202），Applic Date：19970523

HYDROC▲RおON CONVERSION Inve山OrS：Buchanan，John Scott；

Cheng，Jane C．；Freyman．David G．；Haag，Werner Otto；Harandi，

Mohsen N．；MazヱOne，Dominick N∴Morrison，Roger A∴Rouleau，

NormanJ．；Sorensen．Charles M．；Timkem，Hye Kyumg C・；Ware、

Robert Adams（US），Assignee：Mobi10ilCorI）Oration（US）．Patent

No．：5，865，986（19990202），Afや1ic Date：19951103

PROCESS FOR PREPÅRING COMI10UND Inve一丁tOrS：Sawa．Haruo；

Abe，Hidetoshi〈JP）．Assi印¢e：Furukawa DenchiKabushikiKaisha

くJP），Patemt No．：5，865、982（柑990202），AI）Plic Date：19960621

PROCESS FOR PR瓦P▲RING▲LKYL T五RT・おUTYL ETH正RSÅND

DI・N－おUTENE FROM FIELDBUTÅNES Imventors：Nierli〈九Franz；

01brich，Paul；Droste，Wilhelm；Mueller，Richard；Toetsch、Walter

（DE），Assign¢e：HuelsAktiengese11schaft（DE），PatenlNo∴5，864，052

〈19990126〉，Applic Date：19970724

LÅUNDIY COMrOSITIONS杜▲ⅤING ANTISTÅTICÅNDFÅBRIC

SOFTENING PROPERTI瓦S，AND LÅUNDRY DETERGBNT

S打EETS CONTAINING T‡IE SÅM瓦 InveIltOrS：Gillett¢，SamlIel

Mark（US），Assignee：PrecisioTIFabrics Group，Inc（US）．Patent

No∴5，863，阜阜7〈19卵O126），Applic Date：19971201

LÅUNDRY DET瓦RGENT COMI10SITIONS CONTÅINING WÅTER

SOLUBLE DYE COMPLEXING POLYMERS Inventors：Shih．Je一丁n

S．；Srinivas，Bala；Hornby，John C・叩S），Assignee：ISPI爪VeStmentS

Inc（US），Patent No．：5．863．880く19990126），Applic Date：19ウ80626

DYE TRÅNSFERINlIIBITORS FOR DETERGENTS I几VentOrS：

Zir几Stein，Michael；Trieselt，Wolrgang；Oppenlander，Knul；Nilz，

Claudia；KroIler．Micha¢l；Gunlher，Wolrgang（DE），Assignee：BASF

Aktie爪geSellschart（DE），Patent No∴5．863，S79（19990126），Applic

Date：19961U17

CARBONÅTE BUILT CLEANING COMPOSITION CONT▲INING

ÅDD玉DMAGNESIUM Inven10柑：Carr、Charles D；Beck¢r，Joseph

G．；Falotico，AnthonyJ．；Bolka11，St¢Yen A．（US〉，Åssig爪ee：Church

＆Dwight CoInc（US〉，Palemt No．：5，863，877（19990126），Applic

Date：19960517

NITROGENOXIDEREMOVINGCATALYSTS Inventors：Nojima，

Shi呈eru；Iida．Koヱ0〈JP），Åssignee：MitsubishiJuko呈yO Kabushiki

Kaisha〈JP〉，PatenlNo∴5，863，855（19990126）．AI）PlicDate：19960726

T五ÅPROCESSING WITHヱEOLITES Inv¢ntOrS：Barrett，Matlhew

John；Birch，Mark Richard；Jones，Timothy Graham（GB），Åssi印ee：

Lipton，Division of Conopco，Inc（US），Patent No．：5，863．5Sl

〈19990126〉，Applic Date：19970423

MICRO PÅRTICLES Inve几tOrS：Otterstedt．JaIトErik；Sterte，Per

Johan；Scboemam，BrianJ・（SE），Assign¢e：Exxon ChemicalPatent

Inc叩S），Patent No∴5，863，516（19990126〉，Applic Date：19971103

CÅTÅLYTIC REÅCTOR SYSTEM I爪Ve几tOrS二 La（：hman，Irwim

M∴Patel，Mallana宮Ouda D．；Williams，Jimmie L，；Swarood，Sri爪ivas

H．（US），Assignee：Corninglncorporated〈US），Patent No∴5，863，508

（19990126），Applic Date：19960821

ELECTRORHEOLOGICÅL FLIJID COMPRISING LYOTROPIC

LIQUID CRYSTÅLLINE POLYMERÅNDÅ CYCLIC XETONE

SOLVENT Inventors：Haji．Katsuhiko；Sasaki，Makoto；Matsuno．

MitsuoくJP）、Assigne¢こ Nippon OilCompany Co Ltd（JP），Patent

No∴5．863，469（19990126）、Applic Date：1卵70325

SULFUR REMOVALおY C▲T▲LYTIC DISTILLÅTION Inventors：

Huff，Jr．；Owen，Ozie S．；Alexander，Bruce D．；Rundell，Douglas

N．；Reagan，Wi11ialⅥJ．；Yoo，Jin S．（US），Assignee：AmocoCorporation

〈US），Patent No∴5，863，419（19ウ90126）．Applic Date：19970島18

LOW・SULFUR REFORMING PROCESS I爪VentOrS：Heyse，John

V．（US）；M山askey．Bernard F．（US〉；Innes，RobertノL 〈US）；

Hagewiesche，DanielP．（US）；Hubred，Gale L．（US〉；Moore，Steven

C・（US）；Bryan，PaulF・’（US）；Hise，RobertL．くUS）；Trumbull，Stev印

E・（US〉；Harris，RandallJ・（US〉；KⅥn乙e，Åla払G．くCA），Assi印ee：

Chevron ChemicalCompany（US），Pate几lNo∴5，阜63，418（19990126），

Applic Date：19960209

M瓦TIIOD FOR ANÅLYヱING FOR STRIPPABLE HYDROCÅRBON

ON FCC CÅTÅLYST Inventors：D¢mmin．Riく：hard A．；Glass，Jr．

James P．〈US），Assi音nee：Exxon Research and Engineering Company

（US），Pate几tNo∴5，863，417（19990126）．Applic Dat8：19961220

PURIFICATION OFÅMETIIÅNOL STREAM Inventors：Rueter，

MichaelA．；Jubin．Jr．John C．（US），Assignee：ARCO Chemical

Technology，LP（US）、Pate爪tNo∴5，g63，3飢（19990126），ÅpplicDate：

19970815

METHOD FOR CLEÅNING AN O且JECT SOLDERED WITIIA

LEAD・CONTÅININGSOLD瓦R Inven10rS：Wong，Ching－Ping（US）、

Assiきnee：Lucent Technologies，Inc（US），Palent No∴5．863，351

（19990126），Applic Date：19960725

PROCESS FOR THE SEPARÅTION OFISOALKÅNES／N・ÅLKANES

且Y GÅS PHASE ADSORPTION USINGÅPRESSURE SWINGÅND

FOIJR ADSOR芯ERS Inventors：Jullian，Sophie；Ambrosino，Jean－

Louis；ChallSOlme．Alain；Wiss－HeTlrard，Valerie（FR）．Assignee：Instilut

Fra几Cais du Petrole（FR），Pate爪t No∴5．863．315〈1卵90126），Applic

Date：19970725

M宜丁打0Ⅰ〉OF PRODUCING HIG‡Ⅰ・QUÅLITY POLYETHYL瓦N正一

POLYAMINES Inventors：Shi爪Ohara，Shllnya；Kumoi，Sadakatsu

〈JP），Assignee：Delamine bYくNL）；Tosoh CorporationくJP），Patent

No．：5，861．537（19990119）．AI）Plic Dale：1卵70804

0ⅩIDÅTlVE AMMIN▲TION OF BENZEN五TOÅNILINEIJSING

MOLECUl。ÅR OXYGEN ÅS THE T正RMINÅL OXIDÅNT

Inventors：Duranle．VimcentA・；Wijesekera，TilakP．；Karmakar．Swati

（US〉，Assi印ee：SunComf〉any，Inc（R＆M）〈US〉，PatemtNo．：5，S61、536

（19990119），Applic Date：19970731

GLYCOLIPID ANALOGS lnventors：Ogawa．Seiictliro；Tsunoda，

Hidetoshi；Inokuchi，Jinichi（JP），Assigmee：SeikaきakuKogyoKabushiki

Kaisha（JP），PatenlNo∴5．861，520（199901柑）．A押1icDate：19950531

PÅRTICULÅT瓦 FOÅM CONTROL ÅGENTS ▲ND THEIR USE

I几VentOrS：Kolaitis，Leonidas；Lenoble，BertraIld LollisJulien（BE），

Assig几ee：DowCorning S A（BE），PatentNo∴5，怠61．368（19卵0119）、

A押1ic Dale：19970118

PROTEOLYTIC 瓦NヱYME CLEÅNER Inventors：Ihns，Deborah

A・；Schmidt，William；Richter，Francis R．（US）．Assi呈nee：Ecolab

I几C（US），Patent No・：5，861，366（19990119），Applic Date：19960521

ACTIVE COMPOSITE WITlIFOLIATED STRUCTURE ÅND

ITS USEAS R正ÅCTION MEDIUM Imventors：Bou，Pierre；Moreau，

Michel；Prades．PhilippeくFR〉，Assignee：ElrÅquitaine（FR），Pate几l

No∴5．861，207（19990119）．Applic Dale：19960321
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NOx・CLE▲NING P▲ⅤING BLOCK Inventors：Murata，Yoshihiko；

Obata．Hiroshi；Tawara，Hideo；Murata，KozoくJP），Assignee：Milsubishi

Materials Corporalion〈JP），Pat¢爪lNo．：5．861，205（19990119），

Applic Dale：19970124

HUMICOLA GRISEÅVAR．GRISEÅANTÅGONISTIC AG▲IN5T

SNOW・MOLD IIÅTIlOGENIC FUNGI，ÅND SNOW・MOLD

CONTROL▲GENT▲ND METHOD USING T打E SÅME Inventors：

Sudate，Yasuhi柑；Fujiwara，Takanori（JP〉，AssigneeニAsahiKasei

Kogyo KabushikiKaisha；KabushikiKaishaIshikatsu ExteriorInc

（JP）．PatenlNo∴5，S61．152〈19卵0119），Applic Date：19970731

METIIODS FOR CONTROLLING ENVIRONM瓦NT▲L ODORS ON

TIIE BODY USING COMPOSITIONS COMPRISING

UNCOM‡lL瓦ⅩED CYCLODEXTRINSÅND PERFUME Inven10rS：

Dodd，MichaelThomas；Trinh，Toan；Bartolo、RobertGregory；Lucas，

Juliet Marie（US），Å島Si印ee：The Procter＆Gamble Company叩S〉，

Palent No．：5，861，147（19990119〉，Applic Date：19970609

M瓦THOD FOR REDIJCING 芯ODY ODOR I爪VentOrS：Peterson，

LiezIGonzales；Trinh，ToanくUS），Assi印ee：The Procter＆Gamble

Company（US），Patent No∴5，861，146（19990119〉，A叩1ic Date：

19970609

PERFUMED COMPOSITIONS FOR REDUCING ネODY ODORS

▲ND EXCESS MOISTURE Inventors：Peterson．LiezIGonzales；

Trinh．Toan、Maineville；LaFleur，PatriciaAliso爪（US）．As5i阜nee：The

Procter＆Gamble Company（US）．Patellt No∴5，き61，144‖9990119），

Applic Date：19970609

METIIODS FOR REDUCING 芯ODY ODORS AND EXCESS

MOISTURE Inventors：Peterson，LiezIGoIIZales；Trinh，Toa爪；

LaFleur．Patricia AlisonくUS）．Assignee：The Procter＆Gamble

Company（US〉，Palent No∴5，861．143（19990119），ApI）1ic Dale：

19970609

おLOWING GRÅTE OF Å CÅTÅLYTIC CRACKING UNIT

REGENERÅTOR，CONTAINING MODULAR CERAMICIIÅRTS

Inve爪tOrS：Werhahn，Klaus；Richaud．Louis；Rech，Jean（FR），Assignee：

Sociele Europeen乃e Des Produi【S Rerraclaires（FR）、Pat印t No∴

5、861．130（19990119）、Applic Date：19970117

▲おSORB正NTS CONTÅININGÅCTIVÅTED CAR♯ON5 Inventors：

Maxwell，JasoIIR．；MacPherson，Jack A．；Dorsey，Robert T．（US〉．

Assignee：FirsIBraIlds Corporation（US），Patent No．：5，860，391

（19990119〉，Applic Date：19960806

Tl‡瓦RM▲LLY REGENERATED DESICCANTÅIR CONDITIONER

WITfIINDIRECT EVAPORÅTIVE COOLER Inventors：Goland．

Spencer K．；Belding．William A．（US），Assi音nee：NovelAire

Techno10gies，L L C（US）Patent No∴5，g60，284（19990119）．Applic

Date：i9970609

RÅDIOISOTOPE－POWERED SEMICONDUCTOR ネÅTTERY

InveIltOrS：Mannik，Lennarl；Ruda，Harry E∴ Peralla．SamuelB．；

Chu．Frank Y．（CA），Assignee：Ontario Hydro（CA），Patent No∴

5．859，484（19990112），Applic Date：19951130

PROCESS FOR PREPÅRING ÅLKÅNONES ÅND ALKÅNOLS

Inventors：Kragten，UbaldusF．；Baur，HenricusA・C・〈NL），Assigneeニ

DSM N V（NL），Patent No．：5．859，301（19990112），Applic Date：

19941223

MONOMER，POLYMER OF T打E SÅME，ÅNI〉COMPOSITION

CONTAINING TlIE POLYM瓦R lnventors：Yamaguchi，Shigerll；

Tuboi．Keisi（JP〉，Assignee：Nippon ShokubaiCo Ltd（JP）．Patent

No∴5，859．286（19990112），Applic Date：19960607

0ⅩID▲TION C▲T▲LYST，ITS PREP▲RÅTION▲NDOXID▲TION

USINGTはEOXID▲TIONC▲TÅLYST Inv¢ntOrS：Muller，Ulrich，；

Lingelbach，Peter；Bassler，Peter；Harder，Wolfgang；Eller，Karsten；

Koh1．Veronika；Dembowski，Jurきen；Rieber，Norbert；Fischer，Martin

〈DE）．Assignee：Basr Aktiengesellschaft（DE），Patent No．：5，長押，265

〈19990112）、Applic Dale：19970121

RADI▲TION・CUR▲耳LE COMPOSITIONS CONT▲INING

PHOTOINITIÅTORS LINK瓦D ネY A COVÅLENT BOND

Inve爪tOrS：Schroder，Jochen；Reich，Wolfgang；Beck，Erich；Fischer，

Martin；Weiss．Wolrram（DE）．Assignee：BASF AktienきeS811schaft

〈DE），Palent No．：5，S59．0名4（19990112），Applic Date：19960715

CATÅLYTIC PROCE＄S Inv¢n10rS：ねckso血，SamuelDavid；H乱打cock，

Frederick Ernest；Cr¢WdsoIl，Ber几ardJohn（GB〉，Assignee：Imperial

ChemicalIndustries，PLC（G丑），Pale爪lNo∴5．き59．070（19990112）．

Applic Dat¢：19960722

D瓦LIVERY SYSTEMS COMPRISINGヱ瓦OLITES▲NDA ST▲lCII

HYDROLYSÅTEGLÅSS I皿VentOrS：Surutzidis，Athanasios；LeBlanc，

MichaelJude（US）．Assignee：Procter＆GambleCompany（US〉．Pat¢nt

No∴5，阜58，ウ59（19990112〉，Applic Date：19970829

PROCESS FOR TIIE M▲NUFÅCTURE OF GR▲NULAR

DETERGENT COMPOSITIONS COMPRISING NONIONIC

SIJRFACTÅNT lnventors：Donoghue，Scol‖ohIl（BE）；Smilh，David

John〈GB），Assignee：The Procler＆Gamble Company（US）．Pさtent

No∴5、き58，957（19990112）．A押1ic上）a【e：19970923

ENZYME・CONTÅINING GR▲NUL▲TED PRODUCT METIIOD OF

PREP▲RÅT10N ▲ND COMPOSITIONS CONT▲INING THE

GRÅNULÅT瓦DPRODUCT Inventors：Izawa．Yoshirumi；Watan＆be，

Takaaki；Kotani，Nobuha川〈JP），Assi印ee：Kao Corporation〈JP〉．

Patent No．：5．島58．952（19990112〉，Applic Date：19961127

LIqUIDLÅUNDRYDETERGENTCOMPOSITIONSCOMPlISING

COTTON SOIL RELEÅSE POLYMERS ▲ND PROTEASE

ENZYMES Inve皿tOrS：Ghosh，ChanchalKumar；Manohar，S孔nje¢V

Krishnadas；Gos＄elink，Eugene Paul；Watson，RandallAlan（US），

AssigneeニProcter＆GambIe Comfは爪y（US），PatenlNo∴5，858，948

19990112，Applic Dale：19970422

DETERGENT COMPOSITIONS I爪VentOrS：Foley，Peler Roberl；

Jones、LyndaAnne（GB〉，Assi£nee：Procter＆GambleCo叫）any（US），

Patent No∴5，858．ウ46（19990112），Applic Date：19970204

SILICEOUS OXIDE COMPRISING▲N ALK▲LINE CONSTITUENT

lnven10rS：Welsh，William A．；Terbot，JohIIF．（US），Assignee：W R

Grace＆Co－Comn（US），Patent No∴5．S5暴，909（19990112），Applic

Date：19960927

SEl－ECTlVE MULTIMET▲LLIC．MULTIGRADIENT REFORMING

C▲TALYST Inven10rS：BogdaIl，Pa山a L．；Imai，Tamotsu（US），

Assignee：UOP LLC（US）．Pate几tNo．：5，阜5島，908（19990112），Åpplic

Date：19970417

GLÅSS MATERIAL PRODUCING METHODÅND GEL DIPPING

▲PPÅRÅTUS Inventors：Ki爪OShi札Hiroaki（JP）．Assignee：01ympus

OpticalCoLTD（JP）．PatentNo∴5，85＆，892（1卵90112〉，ApplicDate：

19970819

STAおILIZED ENZYMES AND DETERGENT COMPOSITIONS

Inventors：Vo几DerOsten、Claus（DK）；Bran爪er．Sven（DK）；SveIldsen．

Å11an（DK）；Hedeg．ang．rd，Lisbeth（DK）；Eriksen，Nina（DK）；Egmond，

Maarten Robert（NL〉；Casteleijn．Eric（NL），Assignee：NovoNordisk

A／S（DK〉，Patent No∴ 5，858，757（19990112），Applic Dat¢：

19931111
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FLEXIBLEIGNITION RESISTÅNT 芯IR■EGIONÅL F一方ER，

ÅRTICLESMÅD宜FROM且IREGIONALF柑ERS，ANI〉M正TIlOD

OF MANUFACTURE Inventors：McCullough，れFramcis P．（US）．

Patemt No∴5，85S．530〈19卵0112），Applic Date：19961205

METIlOD OF’APPLYING CIIEMICÅL CHÅRGE MODIFIERS TO

ÅSUおSTRÅTE ANDÅRTICLE T技ER瓦OF InYeIltOrS：Everhart，

DeIlnis Stein；Kiick－Fischer、KristiLynnくUS），Assigmee：Kimberly－

ClarkWorldwide．Inc（US），PatentNo∴5，858，503〈19990112），Applic

Date：19951026

PROCESSÅND DEVICE FOR REMOVALÅND OXIDÅTION OF

ORGÅNIC SUおSTANCES FROM KITCIIEN VÅPOR Inventors：

Berndt，Malte；Meister，MartiTl〈DE）．PatentNo．：5，858，316〈19990112），

ApI〉1ic Date：19960626

PROCESS FOR CONSOLIDÅTING PÅRTICULÅTE SOLIDS

Inventorsこ FernhoIz，PeterJ．（US）；Witt，Sandra 〈DE）；Koehler，

Hans－Peter（DE〉；Preibsch，Wolrgang〈DE）；Pruehs，Horst（DE）；

Rogmann，KarトHeinz（DE），Assignee：Ecolab，Inc（US），Patent No．：

5、g58，299（19990112），Applic Date：19970207

SÅLVÅGE OF AUTOLOGOIJS BLOOD VIA SELECTIVE

MEM耳RÅNE／SORPTION TECIINOLOGIES Inventors：McRea，

James C．；Poulsen，Stephanie；Ⅹia，Yong Niam；Fowers，Kirk叩S），

Assignee：Baxter Research Medical，Inc〈US〉，Patent No∴5，858，23S

（19990112），Applic Date：19970307

PROCESS FOR THE REMOVAL OF NITRILE USING A

SELECTIVE AI〉SOR廿ENT Imventors：Ramirez de Agude10，

Maria Ma阜dalena；Guerra，Julia；Gonzalez．Marisela（VE），Assignee：

Intevep，S A（US）．Patent No．：5．858．211〈19990112），Applic Dale：

19980615

CÅTÅLYTIC REFORMING PROCESS WITH INCRE▲SED

ÅROM▲TICS YIELD Inventors：Schmidt，RobertJ．（US）；Jeanneret，

JohnJ．（US）；Raghuran㍉Srikantiab（IN）；McCu110Ch．BethくUS）．

Assignee：UOP（US），Patent No∴ 5、858，209（19990112〉、Applic

Date：19970930

METIlODS FORIMPROVING CONVERSIONIN FLUIDIZED

CÅTALYTIC CRÅCXING UNIT5 Inventors：Flanders．RoberlL．；

GreeIIlee，Roy W．；DuggaIl．George G．；Zetlmeisl，MichaelJ．（US〉，

Assignee：BakerIlughesIncorI〉Orated〈US）．Patent No∴5．858．208

（19990112）．Applic Date：19970225

FCC PROCESS WITlICOMおINED REGENERÅTOR STRIPPER

AND CÅTALYST耳LENDING Inventors：Lomas．David A．（US），

Assignee：UOP LLC〈US），PatentNo．：5，858，207（19990112），Apf山c

Date：19971205

PROCESS FOR IMPROVED WÅTE又 WASH IN FCC GAS

CONCENTRATION UNITS Inventors：Castil10，Ricardo（US），

AssigneeこUOP LLC（US）．PatentNo∴5，858，206（19990112），A押1ic

Date：19970520

MULTIZONE CÅTÅLYTIC REFORMING PROCESS Inventors：

Huebn¢rJÅronson L．（US），Assignee：UOP LLC〈US）．Pate爪t No．：

5，858，205く19990112）．Applic Date：1朔70513

PROTEOLYTIC ENヱYME CLEÅNER I几VentOrS：Oakes，Thomas

R．；Wick，Kristine K．；Cords．B川Ce R．；Bull，Sandra L．；Richter，

Francis L．叩S））－Assignee：EcolabInc（US），Patent No．：5，858，117

〈1朔90112），Applic Date：19940831

EX SITIJDEGÅSSINGÅND SORBATE LOÅDING SYSTEM FOR

MÅNUFACTIJRE OF SOR耳ENT．BÅS瓦D FLUID STORAGEÅND

DISPENSINGÅPPÅRÅTUS Inventors：McMan11S，James V．（US），

Assignee：Advanced Technology Materials，Inc（US），Patent No∴

5，858．067（19990112），Applic Date二19970520

PROCESS ÅND SYSTEM FOR SEPARÅTION ÅND R瓦COVERY

OF P瓦RFLUOROCOMPOUND GÅSES Inventors：Li，Yao－En；

PagaIleSSi，Joseph E．；Vassallo、David；Fleming，Gregory K，（US），

Assignee：American Air Liquide（US〉，Patent No∴ 5，858，065

（19卵0112），Applic Dale：19970116

IN－SITIJCIIEMICÅL BÅRRIER ÅND METIIOD OF MAXING

InveIltOrS：Cantrell，KirkJ∴Kaplan，DanielI．（US），AssigれeeこBaltelle

MemorialInstitute〈US）．Patent No∴5，857，810〈19990112）．Applic

Date：19970227

DEVIC宜FOR THE STYLING AND DRYING OF HÅIR Inventors：

Schmidt，Heike；Mothrath，Georg；Herber．Peter（DE），Assignee：Braum

Aktiengese11schart（DE〉．Patent No∴5，857，470〈19990112），Apf〉lic

Date：19961218

PROCESS FOR TII瓦PURIFICÅTION OFÅCRYOGENIC FLUID

BYFILTRÅT10NÅND／ORADSORPTION Inventors：Gary，Damiel；

Lardeau，Rene；Fraysse，Philipp8；Caste11anet，FredericくFR〉，Assigne¢：

L●Air Liquide，Societe Anonyme pourl－Etude et1－Exploitation des

Procedes Georges Claude（FR），Patent No∴5，857，356（19990112），

Applic Date：19ウ70128

PASSIVE FREQUENCY STA芯ILIZATIONIN AN ACOUSTIC

RESONÅTOR Inventors：Garrett，Steve一丁 L．（US），Patent No∴

5，857．340（19990112），Åpplic Date二19971110

METnOD OF FORMING Å CÅPÅCIT▲NCE TYPE G▲SEOUS

SENSINGDEVICEANDÅPPÅRÅTUSTlIEREOF Inven10rS：Riley、

ScottJ．；Balkus，Jr．KemnethJ．；Gnade，Bruce E．（US），Assignee：

TexasInstrumentsIncorporated（US）．PatentNo∴5，857，250く19990112〉，

Applic Date：19941025
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ゼオライト学会法人会員名簿

（平成11年4月現在，五十音順）

1．旭化成工業（株）

2．出光興産（株）

3．イハラケミカル（株）研究所

4．エヌ・イー・ケムキヤツト（株）

5．鹿島建設（株）技術研究所

6．川崎製鉄（株）技術研究所

7．（株）クボタ

8．（株）コスモ総合研究所

9．昭和シェル石油（株）

10．触媒化成工業（株）

11．（株）ジャパン・エナジー

12．新東北化学工業（株）

13．住友化学工業（株）

14．住友金属鉱山（株）中央研究所

15．大同ほくさん（株）

16．武田薬品工業（株）生活環境事業部

17．千代田化工建設（株）

18．帝人（株）

19．東京ガス（株）

20．東ソー（株）東京研究センター

21．東ソー（株）ファインケミカル事業部

22．東燃（株）

23．東燃化学（株）

24．東北電力（株）応用技術研究所

25．東洋シーシーアイ（株）

26．（株）豊田中央研究所

27．日揮（株）

28．日東化学工業（株）

29．日本化学工業（株）

30．日本ケッチェン（株）

31．日本鋼管（株）

32．日本酸素（株）

33．日本石油（株）

34．日本ビルダー（株）

35．日本ベル（株）

36．日本モービルカタリスト（株）

37．富士石油（株）

38．北陸電方（株）

39．丸善石油化学（株）

40．水澤化学工業（株）

41．三井化学（株）

42．三菱化学（株）

43．三菱重工業〈株）長崎研究所

44．ヤマホ工業（株）

45．ユニオン昭和（株）

46．ユニチカ（株）

47．ライオン（株）

本誌vol．16，No．1のp．43に掲載いたしました「ゼオライト学会法人会員名簿」において下記の誤植が

ありました。謹んでお詫び申し上げます。

（誤）27．日輝（株） （正〉27．日揮（株）
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篇集後氾

ゼオラ イト （44）

MobiトExxon，BP－Amoco－ARCOと，ゼオライトの研究に大きな貢献をしてきた企業の合併が発表

された。数年前には想像もできなかったことである。新しい世紀を目前にし，社会の構造も大きな転換

期に入ったようだ。

前世紀から今世紀への転換期には数多くの革命的な発見がなされ，20世紀の文明を支える礎となっ

たが，その成果として生み出された化学物質による環境破壊も引き起こした。今世紀末から来世紀初頭

へかけての出来事が，次の100年に幸をもたらせるよう，微力ながら技術者として精進したいと思う。

（K．A．）

ゼオライト くzeoliteNews Letter＄）凝集委員

委員長

中田真一（秋田大工学資源）

幹 事

山崎淳司（早大理工）

相本康次郎（ジャパンエナジー）

大久保達也（東大大学院工）

荻原成騎（東大大学院理）

川勝 健

里川重夫

宍戸哲也

杉本道雄

（触媒化成工業）

（東京ガス）

（広島大工）

（出光興産）

鈴木邦夫（工技院物質研）

Editors－in－Chier

ShinichiNakata（AえブタdU〃ルピ和i秒，Aたfぬ）

Managlng Editor

AtsushiYamazaki（Ⅵ匂∫edd肋fve和f秒，7b秒0）

Kdiro Aimoto（Jqpα乃助erぎγC〈，甲．，7bdα）

Tatsuya Okubo（乃e〃〃ルe和f秒〆7b秒0，7b秒0）

ShigenoriOgihara（乃β〃和ルer∫f秒qr7bたγ0，7b秒0）

KenKawakatsu（CαfαJ．Cゐe椚．血d C（）．，JJd，馳wα∫αた∫）

Shigeo Satokawa（7b秒o G〈Ⅰ∫C〈）．エJdリ7b秒0）

Tetsuya Shishido（仇ro∫ゐf椚α肋ルビ和よけ，〃∫ro∫ゐf椚d）

MichioSugimoto（J〈お椚fJ∫〃方b∫α〃C仇エ由．，∫odeぎα〃和）

KunioSuzuki（♪ね止血ざf．肋fer．Cわem．月eぶ．，T盲止血∂）

高木由紀夫（エヌ・イーケムキヤツト）YukioTakagi（凡且C打EMmrCoJP．，乃秒0）

野末泰夫（東北大大学院理）

馬場俊秀（東工大工）

日比卓男（住友化学工業）

森下 悟（東ソー）

書川正人（東レ）

Yasuo Nozue（Tbわ0血【血ルe和音け，5eJ】（ねi）

ToshihideBaba（mたγ0血βd山feofT七c血oJ聯，叫0）

Takuo Hibi（Su∬Iifo∬！OCわe∬】JcaJCd．エfd．，叫0）

Satoru Morishita（m50〃（b甲．，7bよγ0）

Masahito Yoshikawa（Tb柑γ血dり血cり北野（γa）
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